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柳瀬から太日、そして庄川の流れ



奈良・平安時代出土遺物



砺波市には、久来竜跡という大切な竜跡があります。久来竜跡は、左夕11

によつて形成さヤtた汽決地の中共に住邑している竜跡です。子戌14年の試

握調査までは、士代・ヤせ・逸せのよ布地として井 ら″(る に垂ぎませんで

した。子咸15年度から日竜359子バイパス定我に先ユち、本秀掘調査を実

施 してきましたが、その垂在で縄丈時代中期から次期を+1む とする打製妬

介が出上 したり、千野部で希有なせ代集濠跡を検出したり、十せにおいて

は終人寺奈額般芳野荘と関建する重構が几つかっており、砺波市の歴史像

を林祭する上で久く|と のできない介朴を供与 してきました。

そイ(ら 索備らしいえ人の足跡を考士学、歴史地理学、理化学など諸分野

の手法でキ らかにし、縦客吉をまとめました。木吉が砺波千野の歴史解明

の一助となることを願ってやみません。

おわりに、調査の実施および無各吉千1行にあたり、9Lえ久来地区、富出呆

埋威史化財センターをはじめ関係み仁に多人なるご凌助・ご協力をいただ

きました。友ばより惑謝申し上げます。

千八 19年 3月

砺波市及有奏員会

及有負 堀 口 λ 男



例  言

1.本書は平成17年度に実施した富山県砺波市祖泉・久泉地内に所在する久泉遺跡の発掘調査報告である。

2.調査は、国土交通省北陸地方整備局富山河川国道事務所の委託を受けて、砺波市教育委員会が実施した。調査は、平成15年

から平成17年までの3ヵ年で実施し、平成18年度に整理作業を行った。

発掘調査は、砺波市矢木から久泉にかけての一般国道359号砺波東バイパス建設工事に先立ち、砺波市教育委員会が主体とな

り、株式会社上智 (富山県砺波市千代)に業務委託し実施した。整理作業は、株式会社アーキジオ (富山県高岡市西藤平蔵581)

に業務を委託した。

3.調査事務局は砺波市教育委員会内に置き、事務は学芸員野原大輔が担当し、教育次長小幡和日出が総括した。

4.調査に関するすべての資料は砺波市教育委員会で保管している。なお、遺跡の略記号は市名と遺跡名の頭文字 (Tonamisi

Hisa ttumi)と 、平成17年度の調査となることから「THI-17」 とした。

5.調査事務局および調査担当者は以下のとおりである。

調査事務局  砺波市教育委員会         教育次長  小幡 和日出

生涯学習課   課  長  清澤 康夫

同    主  幹  鍋田 忠夫 (平成18年 4月 1日 から)

同     係  長  上野  勉 (平成18年 3月 31日 まで)

本調査・整理作業担当者       同     学 芸 員  野原 大輔

6.調査期間は、平成17年 4月 19日 ～平成17年 12月 14日、 調査面積は4,631雷 である。

7.本書の編集は野原・阿部が行い、執筆および図版作成は野原・阿部が担当し執筆分担は各文末に記した。遺構写真は野原・

阿部、遺物写真は野原が撮影した。

8.本書の作成にあたり、金田章裕氏、久保田正寿氏、酒井英男氏、岸田徹氏、久保浩一郎氏から玉稿を賜ることができた。い

ずれも本遺跡解明の上で欠くことのできない論考であり、衷心より謝意を表したい。

9.遺物撮影では、高岡市教育委員会の撮影スタジオをお借りすることができた。撮影指導をして頂いた栗山雅夫氏に心から謝

意を表したい。

10.本書で使用している遺構の略記号は以下のとおりである。ただし、現地調査の遺構検出時点で略記号を付したため、本文中

では略記号と遺構の性格がことなる場合があることを断っておく。

掘立柱建物―SB、 溝―SD、 土坑―SK、 ピットーSP、 風倒木痕一FB

また、本書で使用している方位は真北で、標高は海抜高である。

11.土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』(2001年前期版)に準拠している。

12.調査期間や整理作業期間を通じて、下記の方々から多大なるご教示・ ご協力を得た。記して衷心より謝意を表する。

伊藤隆三 (小矢部市教育委員会),上野幸夫 (富山国際職芸学院),牛嶋 茂 (奈良文化財研究所),

角張淳― (株式会社アルカ),神嶋利夫 (小外水産株式会社),狩野 睦 (富山県埋蔵文化財センター),岸田 徹 (富山大学),
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上早 調 と経過

1 調査に至る経緯
A 高道向島遺跡の調査

一般国道359号砺波東バイパス建設工事は、平成 4年に都市計画が決定され、第1期工区・花

園町～矢木区間の工事は平成10年に着手 している。

同じ路線内における埋蔵文化財調査としては、久泉遺跡の他に高道向島遺跡の本発掘調査が

実施されている。事業実施に際して富山県高岡土木工事事務所および砺波市役所産業建設部土

木課より照会を受け、富山県埋蔵文化財センター協力のもと平成8年6月 に計画路線内の分布調

査を実施、その結果埋蔵文化財包蔵地が確認され保護措置を講 じる目的で平成9年 3月 に試掘調

査を実施している。遺構・遺物が良好に検出された範囲を「花総合センター南遺跡」と仮称 し、

平成10年6月 に本発掘調査に着手 した。調査に際し、遺跡名に地名を採用 し「高道向島遺跡」

としている1)。

高道向島遺跡の調査では、古代、中世、近世の 3時期の遺構 。遺物を検出している。遺構は

中世が主体を占め、掘立柱建物、炭焼窯、墓、溝、柱穴、ピット等がある。遺物は、土師器、

須恵器、珠洲、青磁、白磁、鉄製品で構成され、8世紀後半と13世紀前半の2時期に大別される。

SK35か らは土師器、珠洲甕と伴に刃部長19cmを測る短刀も出上 している。古代の内容が貧弱

であるため評価は難しいが柱穴を検出していることから、奈良時代における扇状地開発に関連

する集落の可能性が高く、それまで芹谷野段丘裾での宮森新北島 I遺跡の奈良時代後半の 2×

3間の掘立柱建物め に次ぐ成果として注目された。中世においては、平賀家領油田条の南域

に位置するが、文献史料の初現となる14世紀後半よりやや古 く中世荘園の開発に先行する集落

と推察される。

1)砺波市教育委員会 1999『高道向島遺跡』

2)富山県教育委員会 1978『富山県砺波市宮森新北島 I遺跡緊急発掘調査概要』

1 調査に至る経緯

花総合セン

ター南遺跡

短 刀

宮森新北島

I遺跡
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図2 国道359号砺波東バイパス関連の埋蔵文化財調査地  1:15,000

砺波市都市計画 (1:10,000)を 基に作図

一
′2-



1 調査に至る経緯

久泉遺跡の調査

今回発掘調査を実施 した久泉遺跡は、矢木から柳瀬までの路線にあたり第2期工区の範囲に

ある。

(1)事前協議

平成11年 11月 、砺波市管内における国道359号の埋蔵文化財対応について、砺波市土木課、砺

波市教育委員会生涯学習課、建設省富山工事事務所調査第二課、富山県埋蔵文化財センターの

四者で協議 し、砺波市庄下。太田。柳瀬地内の分布調査を実施することで合意 した。それを受け

て同月、分布調査実施内容の詳細について確認している。

(2)分布調査 (平成11年度)

調査期間 :平成12年 (2000)3月 21日

調査体制 :砺波市教育委員会     生涯学習課 学芸員

富山県埋蔵文化財センター 企画調整課 係 長

主 任

利波

久々

岡本

文化財保護主事 高梨

文化財保護主事 境

※役職名は当時のもの

匡裕

忠義

淳一郎

清志

洋子

事業予定地内における分布調査は、砺波市教育委員会が主体となり、富山県埋蔵文化財セン

ターの協力を得て実施した。調査対象面積は42,500ポ である。調査の結果、久泉遺跡周辺にお

いて土師質土器、須恵器、青磁、近世陶磁器あわせて15点が採集された。遺物採集地点は 2箇

所において集中的に分布している状況であった。また周辺に「カンジャダ」1)(鍛冶屋田か) カンジャダ

という旧地名も残っていることなどから、遺物集中域を含めるようにして遺跡範囲を拡大する

こととなった。

(3)試掘調査 (平成14年度)

平成14年6月 、国土交通省北陸地方整備局富山工事事務所、富山県教育委員会文化財課、市土

木課、市教委生涯学習課で四者協議を行い、分布調査で確認された遺跡範囲内における埋蔵文

化財の対応について協議した。調査は試掘調査で対応することとし、砺波市教育委員会が主体

となって調査することで合意 した。平成14年 7月 、国土交通省と砺波市教育委員会は砺波東バ

イパス久泉遺跡発掘調査に係る委託契約を締結、同月30日 より試掘調査を開始 した。

試掘調査の結果、面積18,630∬ のうち約13,000∬ において遺構 。遺物が良好に検出され、久

泉遺跡の広がりを確認 した。このことにより試掘対象記録保存等の保護措置が必要であるとい

う結論に至った。

試掘調査結果を受けて再度四者協議をし、保護措置等が必要な範囲について次年度以降に本

発掘調査にて対応することで合意 した。7月 の試掘調査の結果、周辺には舌状の微高地がいくつ

1)砺波市老人クラブ連合会 1993『砺波市の地名一郷上の字・由来調査報告事業報告書―』。
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序 章 調査と経過

か存在することが判明し、西端の微高地は調査対象地の西側に続 く状況が明らかとなった。そ

こで市教育委員会が主体となり、祖泉神社西側の施工予定地約4,500どを対象として追加の試掘

調査を実施することとなった。調査の結果、埋蔵文化財が希薄な地帯であることが判明、保護

措置の必要がないと判断した。

試掘調査によって久泉遺跡の範囲が明らかになったため、本発掘調査対象域を東西の端とし、

太口地区従 太田地区従前図に基づき南北の包蔵地の広がりを推定し、また新たに縄文時代遺物等を検出し

前図    たことから包蔵地の範囲および内容変更の登録を行った。

大規模発掘

調査

(4)本発掘調査

平成15年から平成17年度にかけて国土交通省北陸地方整備局富山河川国道工事事務所と砺波

市は委託契約を締結し、本発掘調査を実施することとなった。今回の一連の調査は、市内にお

ける初めての大規模発掘調査となった。

調査年次 調査期間 調査面積 主な時代

平成15年度

平成16年度

平成17年度

20034.21-2003930

2004421-2004930

20054.19-20051214

4,100r正

2,9321ド

4,631雷

縄文時代、中世

縄文時代、奈良・平安時代、中世

縄文時代、奈良 。平安時代、中世

11,663雷

図3 久泉這跡発掘調査地  1:3,000
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2 既往の調査

A 平成15年度の調査

遺跡の西側に位置し、上下 2つ の遺構面を確認している。時期は縄文時代と中世の 2時期あ

るが、本来上層遺構面で検出すべき中世遺構を下層で認識 した場合もあるため、厳密に「上 。

下遺構面=時期差」と区別することは難しい。以下、各時期の成果についてまとめたい。

縄文時代  下層遺構面で確認できたが、実際に遺物を伴う遺構は少ない。遺構は、土坑 。

ピットのみで構成され、土坑には直径60cm、 内部径75cm、 深さ45cmの袋状土坑 (SK61)を

はじめ、直径約20～ 30cm、 深さ20cm前後のピットを多数検出している。遺物は縄文土器、打

製石斧の 2種のみで遺構と同じく多様ではない。土器は細片に限られ、その量は整理箱 1箱に

も満たない。土器型式は、中期中葉から後葉の上山田式・天神山式・串田新 I式・串田新Ⅱ式、

点出土し、短冊形・撥形の各形式が見ら 打 製 石 斧

が打製石斧だけで構成されるのは縄文遺

である。大半が片面に自然礫面を残し、

)岩憐野式・気屋式、後期後葉の八日市新保式

d主体を占める。少量ではあるが、中期前葉、

二属する土器も認められた。

両面加工はわずかしかない。また、欠損品も含まれるが

完形品の比率が半数を超える。石器製作に伴う剥片・母

岩等が出土せず、製作址・石器保管地よりも使用・廃棄

の場という側面が強いと理解された。空想の域を出ない

が、小規模ピット群は、植物質食糧獲得のため打製石斧

により形成されたと想定している。

憩
氏
出

州

十１‐

‐―‐
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Ｗ
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図4 打製石斧
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―
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図5 下層遺構全体図 (H15調査区)  S三 11800

使用・廃棄

の場

2 既往の調査
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土 器 型 式
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序 章 調査と経過

中  世  調査区全体で上下遺構面から確認できたが、西側は石組建物 (土台建物)・ 掘

立柱建物・土坑 (井戸)が集中し、東側は墓と考えられる土坑が密集している状況にあった。

石組建物 石組建物 (SK166)は、南北64m× 東

西54m、 面積約345旨 を測る。北西隅は

破壊されていたが、他は遺存状態は良好で

ある。検出面から約20cm掘 り込み、川原

石をコの字形に規則的に配置し、南に石列

を構築し小石で連接している。床面からピッ

トを検出したが関連するか判然としなかっ

た。機能は限定できず、石列に根太を据え

上屋を構築する「土台建物」に似るが石列

上面の高低差があるため確定できない。平

面形状から建物と思われる。13世紀後半の

青磁が出土しているが、周辺状況を勘案し

14世紀の年代を与えた。

図6 石組建物 (S K 166) S=1:100方形土坑群  方形土坑群は約20基あり、南北 。東西に

長軸を持つ。貨銭 。中世土師器が出土する

脂肪酸分析 ため土坑墓と脂肪酸分析を行ったが芳しい

結果は得られなかった。炭素年代では11世

紀後半～12世紀、遺物年代では12世紀後半

から14世紀 1こ帰属する。

平行する溝  また、約50mの 間隔で幅1.5m前後の溝

2本が平行 して磁北から13～ 19度東に振っ

た方向に直線的に走行している。12世紀後

半から14世紀の遺物を含む。

遺物は土師器、珠洲、瀬戸、青磁、宋銭、

八尾で構成される。中世土師器はすべて非

ロクロ成形の皿で、12世紀後半から13世紀

前半、14世紀、15世紀の3時期ある。 14世

指頭圧痕  紀は底部内外面に強い指頭圧痕があるのが

特徴であり、手づくね技法に近い方法で製

作されたと考えられる。県内で類例が認め

難く、砺波平野東部で生産された地域色の

強い土師器として注目される。

こ/´ シエ TT

図7 方形土坑群  S=1:100

中世は徳大寺家領般若野荘の時代であり、遺構・遺物とも15世紀を境に希薄化するのは、下

地中分後に領家方が知行分を縮小し地頭方が勢力拡大する動きと時期的に符合するため、何ら

かの情勢が影響していると推察される。

索鶴出■              2:`::::::,`:::::::::::::::i

下地中分
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B 平成16年度の調査

検出された遺構は、掘立柱建物、土坑、溝、ビットと構成する種類は少ない。前年度調査と

同じく上下 2層の遺構面を認識でき、年代を特定する材料が少ないが上層は古代～中世に属す

ると考えられる。中央に 2間 × 3間の掘立柱建物、そして調査区を北西方向に縦断して大規模

な溝が走る。下層遺構は、縄文期の遺物包含層下面で確認されたが、打製石斧をはじめ遺物の

大半が包含層中位レベルで検出され、地山との層界に漸移層の発達が認められるため、縄文期

の旧地表面 (生活面)は検出面より上位にあると推測できる。

2 既往の調査

．
オ
テ
f転章甘

縄文時代  前年度同様、打製石斧が散

在し73点を教えた。新知見としては、打製

石斧の遺構内出土、打製石斧未成品と思し

き遺物の検出、磨製石斧の出土、土器が集

中する範囲があったこと等が挙げられる。

SP265底から別個体の欠損打製石斧2点

が検出された。 2イ固体が重なるので意図的

に埋納されたか、廃棄、混入のいずれの可

能性もある。伴出土器はない。

遺物包含層中に礫 (川原石)が集中する

範囲があり、打製石斧と土器が検出された。

気屋式土器がまとまって出土する範囲があ

る。礫破片が数点出土しており、SP417か

ら被熱した破砕片がまとまって検出された。

「打製石斧未成品」と報告した個体が出土

したことから打製石斧製作址の可能性も考

えられたが、母岩や粉砕跡、大型剥片や未

成品の大量出土がないので断定できない。

土器量は前年より格段に増えたが、縄文

遺跡としては少ない。土器型式は、古府式

(中期中葉後半 )、 串田新Ⅱ式 (中期後葉)、

気屋式 (後期前葉)の諸型式がある。気屋

式や串田新Ⅱ式のまとまった破片、そして

無紋の粗製土器の大型破片がある。

石器組成に磨製石斧が加わり、焼土や炭

化物を多含する土坑も検出されたが、一般

的な縄文集落とは異なり、竪穴住居等の居

住施設はなく、打製石斧が主体的に出土す

るという傾向を追認した。
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図8 下層遺構全体図 (H16調査区) S=1:800



序 章 調査と経過

古代 。中世  検出された遺構は、掘立柱建物、土坑、溝、ピットと構成する種類は少ない。

遺物は遺構内出土のものに限られる。遺物包含層は削平された可能性が高く、旧地表面は検出

面より上位に存在したため深度のある遺構のみ検出したものと考えられる。掘立柱建物は1棟

だけ検出しており、桁行 3間・梁間 2間の総柱建物で伴出遺物がないため年代特定は難しいが

柱穴規模や平面プランから中世に属すると考えられる。古代・中世期の遺構で注目されるのは、

調査区を北西方向に縦断する大溝 。SD09と その北側に平行するSD03で ある。SD09は最大幅

12.5m、 深さ175mを 測る規模の溝であり、試掘調査段階では旧河道として扱っていた。 しか

し、遺跡内でも比較的高い場所を走っている

点や数度の埋没と再掘削の痕跡が堆積状況か

ら認定可能であったこと、地山である扇状地

形成砂礫層を掘り抜いている状況等を総合的

に判断し、人工的に造成された溝と断定した。

覆土に遺物を含むが混入の可能性もあるた

め、遺構の開削年代を特定できない。遺物は

8世紀後半の須恵器から14世紀前半の上師器

の年代幅がある。最終堆積層から12世紀後半

から13世紀初頭の同安窯産の青磁碗が出土し

ている。

SD09は磁北から約45度東に振って配置さ

れている。並走するSD03の 存在からも計画

性をもつことが推察できる。下流方向には東

大寺領荘園やその荘村である伊加留伎村の比

定地があることから、それら荘園と何らかの

関係を持つものであれば古代における扇状地

開発史に一石を投じるものと評価できる。
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―S=1:800図9 上層遺構全体図 (H16調査区)
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第 2章 地理と歴史

1 地理的環境
久泉遺跡の所在する砺波市は、富山県の西部中央にある。面積は126.96k r、 人口49,237人

(平成19年 2月末現在)であり、東経136度54分～137度04分、北緯86度33分～86度41分に位置し

ている。

砺波市は、地形的に 3つ に大別できる。 (1)庄川の堆積作用によつて形成された砺波平野

(庄川扇状地)、 (2)平野と山地の間に南北に細長く存在する河岸段丘 。芹谷野段丘と庄川左岸

段丘、 (3)東部に射水丘陵から続く丘陵性の庄東山地で構成される。

砺波平野は、その大部分が東部を北流する庄川により形成された扇状地である。庄川扇状地

は県内の三大扇状地 (庄川・神通川・常願寺川)に数えられ、そのなかでも最大の規模を誇る。

扇頂部である庄川町青島から扇端部である高岡市南部の湧水帯までの距離は13～ 15km、 面積

は146kだ に及ぶ。源を岐阜県荘川村に発 し、高岡市を経由して日本海に注ぐ。流路延長115

km、 流域面積■80kだ、平均河床勾配1/120～ 1/800の規模をもつ 。庄川扇状地の勢いに押さ

れるようにして小矢部川は平野西端部を流れ、庄川の排水河川の役目を果たしている。庄川扇

状地には、地理学上者名な散村 (Dispersed Settlement)カベ広がっており、点在する孤立荘

宅とそれを囲む耕地が調和 し、長閑な田園空間を形成している。

庄川は現在扇状地東部を北流しているが、かつて西にあった流れが時代とともに東に移動し

てきたという、いわゆる「庄川の東遷」説がある。もっとも古い主流と考えられるのは野尻川

で、中村川、新又川と移り、天正13年 (1585)の 大洪水で千保川 。中田川 (庄川)に移り、寛

永7年 (1630)の洪水で現在の流れとなったとみるのが定説化 している。

庄川の右岸には台地がひろがり、河川作用によって形成された河成 (河岸)段丘が存在して

1 地理的環境

地 形 三 態

砺 波 平 野

庄川扇状地

庄川の東遷

峰

蜘詠旧】�Ｔｏｎａｍｉｃ

Ｈ

図10 久泉遺跡の位置
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第 2章 地理と歴史

芹谷野段丘

和田川流域

段丘帯

庄 東 山 地

いる。それらは低位段丘、中位段丘、

高位段丘として分類することができる。

庄川町庄から宮森までには低位段丘が

存在しており、隆起扇状地堆積物が形

成されている。頼成。権正寺。東保では、

庄川右岸に沿う帯状の自然堤防の微高

地上に集落が発達している。

高位段丘にあたる芹谷野段丘 (福岡

段丘)は、旧扇状地の右扇の一部が残

存し段丘となったものである。南は安

川付近から北は大門町串田付近まで約

10kmに広がり、福岡周辺では海抜80

m、 段丘崖約30mを 測る。段丘南部の

福山の山麓丘陵地はこの段丘地形面と

同時期もしくは前後に形成された扇状

地性の堆積層である。寛文3年 (1663)

に庄川から芹谷野用水が引かれ、段丘

上に集落が展開した。

芹谷野の旧扇状地の東側と庄東山地

の縫合部の凹地に和田川が発達 し、両

岸を侵食して低い段丘帯を形成してお

り、和田川流域段丘帯と呼ばれる。和

田川は、牛岳の北西側山中に源を発し、

庄東山地と芹谷野段丘の間を大きく蛇

行し、池原付近で坪野川が合流する。

流路延長23.5km、 庄川の支流である。

昭和43年、和田川総合開発事業により

図11 砺波平野周辺の地形

囲囲□¢囲囮甥
”

小矢部川流裁lK地 三角川

IB三 角州

扇状地

扇状地の徹高地待

扇状地の工を ,日前道

旧溺状地 ;史i

山 地

震

9   5μ

和田川ダムが竣工、川が堰き止められて増山湖ができた。

牛嶽山麓以北の丘陵性の山々は、富山県を東西に分断する射水丘陵帯の一枝群を成し、一般

に庄東山地と呼ばれる。概して谷内川・和田川の流域に含まれる地域をさす。この山地は起伏

量が少ない丘陵性小起伏山地であり、地質的には青井谷シル ト質泥岩層が基盤となる。この山

地の西北に位置する天狗山 (標高192m)の 北斜面、県民公園頼成の森の緩斜面丘陵は、南側

山地からのかつての扇状地性堆積層で構成されている。表層地質としては、砂岩を主体とする

下部と無層理青灰色泥岩を主体とする上部から成る。

扇状地上には微高地が島状に点在し、その間を縫うように旧河道が蛇行する。そこにはマッ

ドという植土や壌土が分布し、黒土層の堆積がみられる。黒土層は、①黒ボク層で自然堤防・

中州状微高地から縁辺部に分布するもの、②湿地帯で生成される有機質層、③埋没微高地から

縁辺部で生成された黒土層で、畠地上壌化。水田土壌化したもの、の3種に分類される。(野原)

1)砺波市老人クラフ・連合会 1993『砺波市の地名―郷上の字・由来調査報告事業報告書―』。

〒
谷
野

‥

図12 芹谷野段丘の模式図
(砺波市史1984よ り転載 )

マッド(Mad)
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1 地理的環境

氷見平野

図13 庄川扇状地を中心とした地形分類図  1:150,000

富山湾
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第 2章 地理と歴史

立野 ヶ原型

ナイフ形石器

2 歴史的環境
本遺跡を理解するために市内の歴史的環境について概観する。
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剥片と、濃飛流紋岩類・溶結凝灰岩によるナイフ形石  燭 守掛

鰺鰻

Ｑ
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中

器や彫器で構成され、AT降灰期に相当する。

縄文時代  芹谷野段丘以東を中心として縄文遺跡

が濃密に分布する。高位段丘である芹谷野段丘では、

上和田遺 跡 、 厳照寺 遺 跡 、 宮森新天池 遺 跡 、

宮森新北島 I遺跡、頼成新遺跡、三合遺跡があり、中

位段丘の和田川流域段丘帯には、高沢島 I・ Ⅱ遺跡、

増山遺跡などがある。福山大堤遺跡で表採された石槍

創 期 は、濃飛流紋岩類の半月形石槍で草創期に属する。

期  前期は宮森新北島 I遺跡、増山遺跡でわずかに出土

期 例があるが、県内の遺跡動態と同じく中期段階で遺跡

数が増加する。芹谷野段丘縁辺の厳照寺遺跡は、松原

遺跡と並び市内の縄文遺跡として最も著名である。名

越仁風氏ら地元研究家や富山考古学会の働きかけで周

図16 厳照寺遺跡の堅穴住居跡と土器

倉  ` コ  ヒ __  ,   中Cn

芹合遺跡の石器 I ナイフ形石器 (1～ 4 010)劉 片 (6～ 8)

図14 芹谷遺跡の石器 S=1:4
(砺波市史1984よ り転載 )

図15 福山大堤遺跡の石槍 S=1:4
(砺波市史1984よ り転載 )
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知されるようになり、栴檀野地区圃場整備事業に先立ち昭和50・ 51年に試掘調査、昭和51年 に

富山県埋蔵文化財センターによって本調査が実施された。出土土器群は、「厳照寺 正式 。Ⅱ式・

Ⅲ式」として中期前葉の標式であったが、現在は新保・新崎式に包括され扱われている。遺構
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では、竪穴建物跡11棟・埋甕 1箇所・穴などが検出され、典型

的な弧状集落であることが判明した1)。 近接する宮森新北島 I

遺跡では、厳照寺 正式土器群と中期の竪穴建物跡1棟を確認 し

ている2)。

低地では平野東部の低位段丘上に宮森遺跡、徳万遺跡、

東保石坂遺跡、東保遺跡 (東保高池遺跡)な ど芹谷野段丘を快

る谷口付近に存在する。扇状地扇央部で唯一発見された久泉遺

跡は打製石斧を主体的に出土する遺跡である。低地における集

落は未発見であり、縄文期の遺跡動態を把握できていない。

扇状地扇頂部には中期前葉から中葉の大規模集落、松原遺跡

がある。庄川左岸の最下位段丘上にあり、遺物・遺構の質・量

ともに豊富である。竪穴建物は、方形石組炉を伴う建物や長軸

1lmを測る大型建物 (04号 )な ど10数棟が検出されている3)。

04号竪穴建物からは、多くと土器とともに打製石斧、磨製石斧、

石錘、擦石、石鏃が出土している。松原遺跡は土器が多く出土

し、中期前葉から中葉 (新崎式～上山田・天神山式)が主体を

占める。庄川での漁労活動で生計をなしえたこと、そして五

箇山、飛騨に抜ける交通の要衝に位置したことが大集落を形

成できた要因と考えられる。

大正13年頃、孫子の上原地内において県内でも稀少なバナ

ナ形石器が出土 している。中尾遺跡 から出土 した御物石器  J帝

は、市指定文化財となり福岡の厳照寺で保管されている。

弥生 。古墳時代  弥生から古墳時代にかけては空白の時

代である。社会基盤の稲作経営移行に連動 し、生活圏が湧水

帯 (扇端部)に移動 したのであろう。わずかな資料として福山大

堤遺跡や安川野武士A遺跡 B地点、増山城跡出上の弥生土器があ

る。婦負郡や射水郡に連なる丘陵地帯や低位段丘上、扇状地に点

在するマッド上などに未発見の遺跡が存在する可能性がある。古

墳時代資料としては、高沢島Ⅲ遺跡がある。古墳時代後半の土師

器の甕や高杯の一部が出土している。増山城跡内の又兵衛清水付

近から内面に刷毛目調整を施 した土師器片が出土している。池原

には"丸山古墳"やかつて県指定史跡であった"狐塚古墳"があ

2 歴史的環境

図17 松原遺跡の04号堅穴建物 S‐ 1,150

図18 松原遺跡出上の縄文土器 S=H0

Q併〇 〇品Ooうぎの 缶山占・

図19 松原遺跡出土の上製品 S=1:5

るが、現在古墳と見る研究者は少ない。周辺では小矢部川左岸流域から扇端部、佐野台地に遺

跡が分布する傾向にある。平野東部は閑地である。

1)富山県教育委員会

2)富山県教育委員会

3)庄川町教育委員会

1977『富山県砺波市厳照寺遺跡緊急発掘調査概要』

1978『富山県砺波市宮森新北島 I遺跡緊急発掘調査概要』

1975『富山県庄川町松原遺跡緊急発掘調査概報』

鮎
釧
鰯
‐
潮
測
彩

マ

や
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第2章 地理と歴史

奈良 。平安時代  考古学的な空白期間

ののち、市域では扇状地から段丘上にかけ

て古代の遺跡が出現しはじめる。いずれの

遺跡も8世紀後半以降であることから奈良

東大寺領荘園 時代末、庄川扇状地東部に展開した四荘の

東大寺領荘園 (石粟荘 。伊加流伎荘・井山

荘・杵名蛭荘)の成立に連動 したものと考

えられる。

芹谷野段丘縁辺の宮森新北島 I遺跡では、

掘立柱建物 桁行 3間×梁間 2間、面積32Xの掘立柱建

物が検出されている。周辺遺物から8世紀

後半頃と見られる。須恵器窯跡群内には、 図20 宮森新北島 I遺跡の掘立柱建物 S=1■00

増山遺跡、高沢島Ⅱ遺跡、高沢島Ⅲ遺跡、宮新遺跡がある。平野部にお

いて久泉遺跡以外では建物遺構を伴う集落遺跡は未確認だが、高道向島

遺跡、安川野武士遺跡、安川山下遺跡、薬勝寺遺跡、徳万遺跡、太田遺

跡、秋元窪田島遺跡、宮村遺跡、千代遺跡、油田大坪遺跡、小杉遺跡が

いずれも微高地のマッド上に存在する。

栴檀野窯跡群  荘園成立と期を同じくして芹谷野段丘上で大規模に須恵器生産を行っ

増山支群と

福山支群

崇

図21 高沢島Ⅱ遺跡の
墨書土器 S=■ 5

ている。窯跡群は、射水郡 。婦負郡に隣接する芹谷野段丘から庄東山地にかけて分布 し、総称

して梅檀野窯跡群という。これまで計16遺跡で窯が確認されており、多くは平野に面する丘陵

西側斜面に立地 している。もっとも早く操業されたのは8世紀第2四半期といわれる宮森窯で、

8世紀後半から9世紀にかけて生産が盛行 し、10世紀頃に衰退期を迎えるとされる。

窯跡群は南北の2つ の支群により成り、増山支群と福山支群で構成される。増山支群は、段

時 代 編 年

表1 栴檀野窯跡群一覧丘縁辺に数基存在するが、大半が山地に立地

し、射水丘陵窯跡群域にまで食い込むように

存在する。福山支群には著名な福山窯跡をは

じめ、福山小堤窯、福山大堤窯、安川天皇窯

で構成される。増山支群に比べ発見された窯

跡数は少ない。

芹谷野段丘裾にある宮森窯を除いて丘陵斜

面地に立地 している。良質の粘土と薪木の獲

得が可能であることから、築窯条件の良い芹

谷野丘陵一帯に須恵器生産地が選定されたも

のと思われる。窯跡群内には炭焼窯も多数発

見されており、燃料材となる山林資源の用役

問題と密接な関係を指摘することができる。

増山支群の宮森窯と福山支群の安川天皇窯

安川ス皇窯   窯
福 福山1号窯   窯・製鉄

豊
福山2号窯   窯
群 福山小堤窯   窯
福山大堤窯   窯

支群  遺 跡 名 種 別

奈良

奈良

奈良

奈良

奈良

862/4

8c3/4

8c3/4

8c3/4

8c3/4

増
山
支
群

宮森窯    窯
増山団子地窯  窯
増山妙覚寺坂窯 窯

増山亀田窯   窯
増山池ノ平等窯 窯

小丸山1号窯  窯
小丸山2号窯  窯
増山外貝喰山窯 窯

増山赤坂窯   窯
増山外法蓮山窯 窯

増山笹山窯   窯
正権寺後島窯  窯
東笹鎌野1号窯 窯
東笹鎌野2号窯 窯

奈良     8c2/4
奈良。平安   8c3/4
奈良。平安   8c4/4
奈良。平安   8c4/4
奈良・平安    ―
平安    9c1/4～2/4
平安    9c1/4～ 2/4
奈良。平安 8c4/4～ 9c1/4

平安        9c2/4～3/4

平安          9c4/4

平安      9c4/4～ 10c1/4

平安      9c4/4～ 10c1/4

平安      9c4/4～ 10c1/4

平安      9c4/4～ 10c1/4

計19基 (福山支群5、 増山支群14)

|

1)砺波市史編纂委員会他 1962『砺波市福山 く徳万赤坂〉須恵器窯発掘報告』

-14-
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2 歴史的環境

8世紀第2四半期

―郡―窯的体制

徳大寺家領

般 若 野 荘

瓦塔屋蓋部
土 馬

図22 福山窯跡出上品 S=13

がもっとも古く8世紀第 2四半期に位置づけられ、8世紀第3四半期から第4四半期にかけて増

山支群の増山亀田窯、増山団子地窯、増山妙覚寺坂窯が操業を始め、同時期には福山支群で福

山窯、福山小堤窯、福山大堤窯が操業 している。9世紀前半に入ると、小丸山1・ 2号窯が操業

され、9世紀後半から10世紀にかけて正権寺後島窯、増山外貝喰山窯、増山笹山窯、東笹鎌野

窯が操業をし、以後栴檀野窯跡群では須恵器生産が衰退する。

梅檀野窯跡群が成立した8世紀後半は、「一郡一窯的」体制ともいうべき律令的土器生産体制、

つまり須恵器と土師器の一体生産が確立する時期にあたる。この窯業上の画期は、律令国家の

経済政策と連動するものであり、古代前半期 (7世紀初頭から9世紀初頭)の手工業生産政策は

行政単位ごとの集約的な手工業センターを作ることを目指 した。砺波郡では、小矢部川左岸の

安居 。岩木窯跡群において7世紀前半から須恵器生産を始めており、その後7世紀後半から窯場

が増加 し、8世紀代には小矢部川左岸や芹谷野段丘上に窯跡群が展開する。それまで小矢部川

左岸に生産域が集中していたが、突如として砺波平野東部に窯場が作られる。

昭和37年 7月 に砺波市史編纂委員会が中心となり、福山窯跡の発掘調査を実施 した。出土品

には水煙 。屋蓋・軸・基檀など瓦塔の一部や円面硯、土馬など特記すべき遺物があり、市指定

文化財となっている。

鎌倉時代  徳大寺家領般若野荘は平野東部に広く展開し、現庄川両岸に沿って南は三谷地

区から北は中田地区に及ぶ広大な荘域であり、奈良時代に成立した東大寺領荘園 (伊加流伎・

石粟・井山荘)三荘を包括する。

徳大寺家は藤原北家の流れを継ぐ閑院流の出であるが、般若野荘がどのような機縁で家領と

なったのか、またいつごろ成立したか確証となる史料はない。知行国制が一般化 し、縁故関係

や成功によって国守が選任され、私的人脈によって国政が普遍化 していった院政期にあって、

徳大寺実能・公能父子が越中国の政務に深く関わっていることを考慮すれば、公能が越中国守

となった大治元年 (1126)頃 に般若野荘の成立をみるのが妥当であろう。

瓦塔水煙部

弾

―-15-―
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第 2章 地理と歴史

長 尾 能 景

神 保 長 職

上 杉 謙 信

佐 々 成 政

中 川 光 重

中世において般若野荘では幾度かの合戦が繰り広げられた。治承・寿永の源平争乱1では、

寿永2年 (1183)、 般若野荘に布陣していた平盛俊は源軍の今井兼平を迎え戦ったが敗れ、退き

小矢部川原で戦ったが劣勢となり倶梨伽羅峠を越えて加賀に引き上げている。後鳥羽上皇が執

権北条義時と敵対したことに端を発した承久の乱 では、承久 3年 (1221)鎌倉方である名越

(北条)朝時らの北陸道軍が般若野荘まで侵攻 し、京方 (後鳥羽上皇方)と の合戦となった。

京方はこの合戦で敗れ、軍陣に降っている。

嘉吉元年 (1441)の「薩戒記」 とこよると徳大寺公有が越中の荘園経営の不振に陥っている。

庚永元年 (1342)に 般若野荘の南にある三谷寺が鎌倉覚園寺塔頭蓮華院領となっていることや、

武家方の地頭方により押領が起こりやむなく領地を折半する (下地中分)と いう事態に起因す

る。明応3年 (1494)に あっては越中国の徳大寺家領荘園が不知行となっている 。天文14年

(1545)、 越中に下向した徳大寺実通は、知行分にて殺害される 。雄神荘の庄城 (壇ノ城)に

拠る石黒氏や神保氏、在地荘民のいずれの手によるものか不明であるが、家領荘園での混乱状

況をうかがうことができる。安川の般若山薬勝寺の南にある公卿九人塚と呼ばれる五輪塔の墓

地は、実通に関係があるのかもしれない。

荘域にある遺跡としては、東保遺跡 (東保高池遺跡)、 久泉遺跡、秋元窪田島遺跡、正権寺

遺跡、狐塚遺跡などが存在する。12世紀後半から13世紀前半の東保遺跡 (東保高池遺跡)で は

土師器が多量に出土し、墓地もしくは祭祀跡と考えられる集石状遺構が検出されている。秋元

窪田島遺跡、正権寺遺跡は、ともに15世紀に位置付けられる。

南北朝 。室町時代 南北朝時代には、二宮円阿軍忠状に「和田城」という城名がみえる。和

田城は、増山城に先立ち構築された亀山城であるという説が有力である。現在の亀山城は、戦

国時代前期に修築された可能性が高いが、郭が同心円状に配置していることや全体的な規模な

どから増山城より古い構造をもつ。室町時代に神保氏が婦負・射水郡の守護代となり、はじめ

亀山城を使用していたが、本城である放生津城の支城として亀山城を修築したとされる。永正

3年 (1506)、 一向一揆を攻めるために進軍した越後守護代長尾能景が増山城に近い芹谷の合戦

で討死していることから、軍事的緊張が高まっていたことが考えられ、亀山城の整備が行われ、

現在の姿に近い形になったようである。さらに天文年間頃、神保長職が富山城の支城として増

山城が構築されたと考えられる。こののち増山城は、長職を追撃 した上杉謙信の手に落ち、永

禄年間後期に長職と上杉が結んで一向宗徒を攻撃したときには、長職の本拠となっている。ま

た、長職没後、一時的に反上杉方が居を構えるが、天正4年 (1576)に謙信に攻められ落城 し、

天正9年 (1581)に織田方に焼き払われている。天正11年 (1983)以 降、越中統一を果たした

佐々成政によって修築された増山城は、この時もっとも城域が広く構造的に完成したのではな

いか。成政ののち、増山城は前田方の手に渡り、城の守将となった中川光重が退老もしくは没

した慶長年間まで存続したと考えられる。 (野原)
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1 調査経過と調査方法

第 3章 調査の方法と成果

1 調査経過と調査方法
調査の経過  現地調査は 4月 19日 に着手し、12月 15日 に完了した。期間は約 8ヶ 月を要し

た。調査区は、 4箇所に分かれる。 4箇所の調査区は、総面積4,631旨を測る。

大部分が国道バイパス本線部分の東側調査区。西側調査区で占められるが、国土交通省側か

らの要請で市道久泉線の地下横聯道路施工部分 (市道調査区)と農業用排水路拡幅工事部分

(排水溝調査区)の調査も実施した。地下横断道路工事の工期の都合で、市道調査区を先行し

6月 末で完掘、平行して東側調査区。西側調査区に着手し、調査は12月 まで継続した。調査の

進捗状況を勘案し、狭小な水路調査区を10月 に実施している。現地調査完了後、本格的に遺物

整理業務に入り、18年3月 までに遺物実測まで完了した。18年度に報告書作成および理科学的

分析等を実施した。

市道調査区 (500ピ) 平成16年度東側調査区の西側、市道地下横断道路の掘削法面にあた

るため、急粧調査を実施した。遺構面は、第 2遺構面、第 3遺構面の 2面である。

東側調査区・西側調査区 (4,118だ)  現地調査時に調査区中央を走る農業用排水路を境と

して、東側 。西側とした区分を踏襲する。パイパス本線部分のため、主要な面積を占める。第

1～ 3遺構面の調査を実施した。

排水濤調査区 (13r)  他の調査区と同様、基本層序に沿って遺構面となる各層位を確認し

たが、遺構・遺物とも芳しい成果がなかったので報告は図面 (遺構全体図)のみに留め、詳細

な記述は割愛した。

調査方法  現地調査は、富山県埋蔵文化財本発掘調査積算基準にもとづき、発掘作業の工

程 (表土等掘削→遺物包含層の掘削→遺構確認面の精査 。遺構検出→遺構掘削→図面作成 。写

真撮影→埋め戻し)で平成17年度に実施した。試掘調査結果にもとづき、調査員立会いのもと

重機による表土 。盛土を除去した。排出した土砂は、一時的に南側の借地に山積みし、一部は

国土交通省の指示によって柳瀬地区のバイパスエ事施工区間にダンプトラックで搬送し、残り

は完掘後に埋め戻している。遺物包含層掘削後、遺構検出とともに概略図を作成する。概略図

を基に遺構の構成等を確認後、単なる落ち込みでないかの確認および柱穴と思われるピットは

柱根痕跡の検出のため、土坑、ピット等の小規模な遺構を段掘りした。その後、半割、断面図

作成、完掘、写真撮影の順で作業を進める。整理作業等の工程 (記録類と出土品の整理→報告

書作成)は大半を17年度に実施し、報告書作成および理科学分析等を18年度に実施した。理科

学的分析の各方法は、第 4章 (p.177～)に記述する。

遺構面の問題  合計 3面の遺構面を確認した。層序順に上から第 1遺構面 (近世)、 第 2

遺構面 (奈良・平安期)、 第 3遺構面 (縄文期)と した。15・ 16年度調査区とは、基本層序 5

層の上・下面を遺構面と扱う点は共通するが、第 1遺構面は遺跡内で新たに認識した。
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1 調査経過と調査方法

調査参加者 発掘作業ならびに整理作業を通して下記の方々の参加を得ることができた。炎天

下の中、ひたすら作業に従事してくださった作業員さん、ならびにすばらしい技術をもって整

理に携わってくださった方々に衷心より謝意を表したい。

発掘作業

(砺波市シルバー人材センター)

安念一正、永森 堤、折橋 清、

長森 勉、西村昌蔵、野口静華、

村上良雄、加藤福蔵、坂口茂男、

川原義夫、島田一郎、仙道孝俊、田島 博、鶴巻ヨシエ、

信田豊次、信田正明、林 清夫、東島耕三、松田利子、

古井勝嘉、宮脇重夫、室田清二、安ヶ川礼子

(株式会社 アーキジオ (旧中部日本鉱業研究所))

佐野睦美、野田幸二、定塚百合子、前田明子、石田哲雄、江口 賃、大坪市雄、小川 勉、

笠谷 晃、梶原哲郎、新保勝正、中原正人、広上正美、斎藤勝則、蓑口和弘、柳沢政勝、

山田 勇、林 憲彦、宝田紀代春、堀田 肇、西山祥子、鏡 武夫、西川 精

整理作業

(砺波市教育委員会生涯学習課)

千田友子、西本智子、横川美雪

(株式会社 アーキジオ(旧中部日本鉱業研究所))

佐野睦美、渡辺賀世子、宮口美香、浜本篤子、高橋英吏子、梶原哲郎、角澤 勲、松沢秀雄

(株式会社 太陽測地社)

山口美子、岩池淳子、宮本洋子、徳田澄子、上山明代、加藤真紀

(株式会社 上智)

石黒 収、前田雅成
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第 3章 調査の方法と成果

513  発掘調査作業員打ち合わせ。水路切り回し部分表土掘削。

4層上面にて溝状遺構 。竪穴建物を確認。

516  水路切り回し部分表土掘削。市道調査区の壁切り終了後

に 5層掘削・遺構検出。

517  市道調査区遺構検出終了、検出写真撮影。SD09遺構掘

削開始。東側調査区東部分の表土掘削、遺構検出。SD09検出。

東側調査区水路切り回し部分の遺構 (竪穴建物など)検出作業終

了、検出状況写真を撮影。電柱の矢板打ち込み ①本日)

518  東側調査区の表土掘削、遺構検出。SD09全体を検出。

水路切り回し部分の遺構検出・据首1。 撮影。市道調査区の遺構掘

削。SD09掘削。

519  東側調査区遺構検出。土師器・須恵器片出土。溝状遺構

検出。表土掘削。水路切り回し部分の遺構掘削・撮影。

5.20  水路切り回し部分の遺構掘削 。撮影。S197掘削開始。

523  水路切り回し部分の遺構掘削・撮影。S197掘削。貼り床

上面にて焼土及び炭化物を確認。

5.25  西側調査区表土掘肖1・遺構検出。上師器・須恵器出土。

水路切り回し部分の遺構掘削・図面作成。

526  西側調査区の表土掘削終了。柱穴等を南側部分にて確認。

全体的に5層は削平されており、黒色包含層は薄い。須恵器等出

土。東側調査区水路切り回し部分の遺構図面作成・完掘。市道調

査区の完掘写真撮影。南北でタワー全体写真撮影。終了後に5層

の掘削を開始。ベルコン40台搬入。

5.27  調査区水路切り回し部分の遺構図面作成・完掘。

530  東側調査区のSD09検 出状況の写真撮影の清掃。東側調

査区水路切り回し部分の遺構図面作成・完掘。

531  基本層序の意思統一。5層上層の遺構検出の層を4層にし、

包含層を2層とする。東側調査区水路切り回し部分の遺構図面作

成・完掘。4層上面遺構完掘、4層掘り下げ。5層上面の遺構検出。

ピット数基検出。老松邦雄砺波郷土資料館館長視察

6.1  市道調査区の最終確認層の遺構完掘・写真も遺構・遺物

量は少量。水路切り回し部分の5層上層遺構検出終了、遺構調査。

終了後に5層の写真撮影後、掘削開始。東側調査区の2層掘削。須

恵器・土師器の破片が多く出土。5層と2層の中間層の4層上面を

基準に掘削。能越国道出張所にて工程・排土処理協議。

2 調査日誌抄 2005年 4月 21日 ～12月 14日

6.2  市道調査区、タワー写真撮影 (全景)。

東側調査区水路切り回し部の2層掘削・遺構検出。素掘小溝が複

数基検出、切り合い関係の判別が困難。SD09を切る溝状遺構の

掘削。水路切り回し部の5層掘削。調査区内の雑革処理。

6.3  東側調査区排水路東側の2層掘削及び4層精査遺構検出。

素掘小溝の他、ピットを複数基検出。2層溝状遺構掘削、TS平面

細部測量。水路切り回し部完掘、壁面の基本層序撮影。西側調査

区の法面成形及び側溝掘削。

佐伯安一氏より圃場整備前の地形図及び水路古地図について意見

を伺う。本調査区基本層序について取り決めを行う。

6.6  東側 。西側調査区2層遺構掘込み清掃、タワー写真撮影。

TS細部観測。水路切り回し部の壁面作図作業。作図→水路切り

回し部の調査終了。

6.7  市道調査区TSに よる遺構平面細部測量。西側調査区の

遺構検出作業・撮影。

68  西側調査区の2層上面遺構の掘削。 4・ 5層の遺構検出。

SD09壁掘込後、断面作図。

6.9  西側調査区の遺構プラン切り合い部観測。2層上面検出

遺構掘削。各遺構の上層断面撮影及び断面図作成。水路切り回し

部の埋め戻し及び水路成形。水路敷設状況の写真管理を実施。

610  東側調査区、西部分のSD09縦断面の掘削。西側調査区

の 2層上遺構掘削 。清掃。各遺構の上層断面撮影及び断面図作院

水路成形及び防水シート敷設。水路切り替え作業終了。

6.13  東側調査区の現況水路下部分の表土掘削開始。竪穴建物

らしきものを確認。西側調査区の4・ 5層上遺構清掃、順次検出写

真撮影。西地区の2層遺構完堀状況全景写真撮影を実施。
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614  東側調査区全体の遺構検出写真撮影。西地区交差点部の

現道切断及び掘削作業を開始。5層上検出面に旧市道跡及び付帯

工事跡が残り、撹乱層が広がる。遺構及び遺物は認められず。西

狽!交差点部の掘削・成形。清澤課長視察。

615  東側・西側調査区溝状遺構の掘削開始。SD09縦断面の

写真撮影・図化。TSにて遺構概略図の平面実測開始。

6.16  東側調査区西4・ 5層の遺構掘削・図化。SD09の縦断面図

化。竪穴建物S1166。 167掘削開始。素掘小溝の掘削。

617  東側調査区遺構掘削。竪穴建物 。素掘小溝の掘削・写真・

図化。竪穴建物にセクションを設け、 トレンチで床面確認。TS

平面図から柱穴並びの観察。白江秋広課長・老松館長視察。排土

搬出作業開始。

618  東側調査区遺構掘削。竪穴建物 。素掘小溝の掘削及び写

真撮影。西側調査区の5層上遺構検出。排土土砂搬出作業。

620  西側調査区西端部分の遺構検出。中央農業排水路東脇の

素掘小溝の切り合い部の半割。S1166掘 削。覆土上層郡から須恵

器・土師器の他、礫を検出。

621  東側調査区、4層上の遺構掘削 。写真撮影 。図化。S1166

掘削。掘込みにより床面をほぼ確認、直上面より土師器の破片を

検出。出土遺物の図取りのためTSにて図取り点を観測。S1167土

層断面図作成。遺物出土状況写真撮影。西側調査区 。道路切断部

の検出面精査及び旧市道跡撹乱層の除去、遺構検出。

622  東側調査区、中央部の竪穴建物跡の検出、素掘小溝の掘

削を優先。S1166。 167掘削。S116四占り床面まで完掘。貼り床面

検出部に焼土の広がりを確認。

623  雨天中止。写真整理、遺構図整理、工程計画協議。

624  東側調査区・素掘小溝の完掘作業。旧水路から西側と東

側で方向性が変化。S1167土層図追加後貼り床部を完掘。S1166内

の遺物出土状況図作成、作図完了分につき適宜取り外し。床面清

掃により、5cm大の円礫が中央から東に延びる石列を確認。西側

を南北に走る旧農業水路跡の底面と思われる砂礫及び酸化鉄層の

掘削除去。

627  東側調査区、S1166内遺物及び礫観測、データ作図編集。

旧河道付近の掘立柱建物の遺構検出。並びをもつ柱穴プランを1

基を検出。SD09完掘。

629  東側調査区、雨水の排水作業及び法面養生の直し。調査

区南側佐伯勝弘邸隣接地の壁面法面補強。

630  雨天中止。東側調査区、夜中の豪雨で冠水。現場南壁排

2 調査日誌抄

水溝が崩壊し現場内に水が流入、再度壁面の復旧工事。

72  雨天中止。排水作業。東側調査区S1166平 面図作成のた

め、TS観測。西側に点在する礫及び、柱部分の円礫群を観測完了。

上層部から出土した土器に番号を付し、取り上げ。観測図の編集。

75  東側調査区S1166・ SD09の記録・掘削。S1166の 完掘写

真撮影。遺構をTSにて細部観測。上下線の他、焼土範囲・貼り

床範囲を観測し作図編集。遺構検出。

76  東側調査区、SD09完掘。SB01・ 02の検出状況写真撮影。

素掘小溝及び周辺のビットの遺構プラン検出。記録・掘削。小柱

穴の完掘、中央北側の竪穴建物の掘削。遺構概略図作成観測。

77  東側調査区、雨天のため午前で作業終了。SD09の遺構

掘削。底部完掘、壁面の礫層部仕上げ。SD09西側5層上面検出面

精査。SB01・ SB02掘削。S1166柱穴の断面測量・写真撮影。

78  東側調査区、SD09の完掘。底部は礫層部酸化鉄沈着層

を仕上げ、壁面の黒色土掘削。中央部北側の遺構断面写真、竪穴

建物の調査。S1166の完掘写真撮影。SB01西側柱穴の半割。

79  東側調査区、SD09の掘削。SB01西側桁行柱穴の半割・

実測。S1166床面掘削、南東角床面覆土内より上師器の破片4点、

倒立している被熱礫1点検出。TS観測。

711  東側調査区、竪穴建物完掘。中央部～東側の北側にかか

るSP完掘・写真撮影。フィールド型デジタイザにてSD09のデジ

タル実測デモを実施。デモ終了後SD09ほぼ完掘。西側調査区東

側4層遺構検出面を中心に遺構検出精査開始。東側調査区にみら

れた南北溝 。東西溝の他に北東―南西溝を数状検出。

712  雨天中止。排水作業。

713  東側調査区中央部、かまどの検出付近の遺構検出。遺構

の輪郭が不明瞭。S1166に セクションベルトを設け、貼り床面の

掘込みを実施し上層面記録及び遺構撮影。下部から遺構が出上し

ているが、竪穴建物に関連するか不明。SB01西側桁行列柱穴の

記録。西側調査区東端部の遺構検出→浅掘。

上
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715  東倶1調査区中央部の竪穴建物検出。SD09に付随するSD

430完掘。SD09清掃。素掘小溝検出・掘削。S1166貼 り床面下に

周溝及び柱穴プランを検出・記録。西側調査区4・ 5層検出面の精

査、遺構プラン図化。

716  東側調査区、S1166員とり床面下検出の周溝状溝掘削・遺

構断面図作成。SB01柱穴半割、記録、掘削。出土遺物図取りの

ためTS観測。西側調査区4・ 5層検出面の精査、遺構プランの検

出。中央北側矢板前に中世土師器が集中的に出土する範囲を検出、

若干の焼土を確認。検出遺構概略図作成のため、TS測量。

7.19  東側調査区、SD09完掘写真撮影。周辺の清掃作業→ベ

ルコンの撤去。S1166柱穴調査、SB01・ 02柱穴調査。西側調査区

中央西側2層の掘削。観測 。作図した遺構概略図校正。

720  東側調査区、TSによるS1166、 SB01・ 02の 平面細部観測

を実施、作図。半割面に検出された柱穴と思われるプランについ

て観測し図面を作成。西側調査区、2層掘削。

721  東側調査区、S1166・ SBの部分写真撮影。方形4隅に柱

穴が確認できたものの、他に柱穴が見られるため、再度調査。西

側調査区、4層上の遺構掘肖u、 土層注記。遺構の深さは東側が深

く、西側が浅くなる。2層掘削。

722  東側調査区、S1166完掘。TSによるS1166の 観測、作図。

西側調査区、素掘小溝の掘削開始。西側の2層掘削。

725  東側調査区、S1166と 周辺遺構の完掘。ほぼ、東側の4・

5層の遺構は終了。西・北側の壁面清掃をおこなった後、基本層

序の図面作成を行う。西側調査区、南東部に遺構が集中。遺構掘

削・調査。砺波市教育センター教員視察。市文化財審議

保護会視察。

728  東側調査区、S1166床 面下に検出されたピット

の半割実測後、TS観測、現説資料図面作成。西側調査

区、新規に検出された遺構についてTS観測、平面概略

図作成。SX600遺物集中地をTS観測、プロット図作成。

遺構掘削。

729  東側調査区、空中写真測量準備として調査区内

清掃。西側調査区、遺構掘削 。写真撮影。 (財)文化振

興財団の見学、猛暑のため作業員の志気低下。

81  東側 。西側調査区、空撮のため清掃。西側調査

区、柱穴、遺構の図化・写真・完掘。S1600の確認。

82  西側調査区、空撮のため清掃。S1600の 検出、

サブトレンチを入れたが、西部分は焼上が広がる。付近

には遺物が集中、覆上が固くしまる。東側調査区、かまど付近の

完掘、残務処理。

現地説明会準備の協議。上市町教育委員会、三浦知徳氏来跡。

83  空撮のため清掃。S1600の 輪郭を出し、遺物の出土状況

写真 。図化・取り上げ。打製石斧 2点 (021、 022)観測。

84  4層 面を中心に遺構面清掃を続行。12:10実機ヘリ撮影

開始、12:30終了。現地記者発表。ケーブルテレビTST撮影。T

Sにて、S1166観測及び作図。現説用資材搬入。

85  東側調査区に見学用の足場設置。

8.6  現地説明会 (1回 目)110名参加。午後片付け。

88  西側調査区、ベル トコンベアー設置、5層掘削開始。縄

文土器、土師器・石斧出土。S1600遺構掘削を再開。祖泉・久泉

地区子ども会25名 見学。

89  西側調査区、 5層掘削。縄文土器片 。打製石斧3点 (023

～025)出土。S1600掘 削。東側調査区、清掃。西側調査区、南

市
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東部の焼土群の遺構調査開始。焼上自体は単体で他の遺構に伴っ

ていない模様。

810  東側調査区、清掃。西側調査区、西部分の5層掘削。縄

文土器片・打製石斧10点 (026～ 035)出土。S1600掘 削。範囲の

広がりが確認できたため、さらに拡張する。遺物取り上げ。砺波

コミュニティ放送「お、るさと砺波の文化財」収録。

811  東側調査区、清掃。見学用足場の解体。S1166清掃、タ

ワー写真撮影①西側調査区、 5層掘削。

817  西側調査区、 5層掘削、西端の 5層上面の遺構浅掘。西

側調査区S1600の 掘削。東側調査区、竪穴建物の確認のため、サ

ブトレンチを設置し掘削開始。

金田章裕教授、老松郷土資料館館長、佐伯安―氏が来跡。

819  西側調査区S1600写 真撮影。西端の 6層上面遺構の浅掘

が終了、遺構概略図作成。東側調査区、竪穴建物のサブトレンチ

掘削、遺構の範囲確認。東側調査区西端の 4層の掘削開始。

博物館実習生2名 (吉田、島田)体験発掘。

819  西側調査区、S1600完 掘→写真撮影。東側調査区、竪穴

建物のサブトレンチ掘削。SD09の礫群の断面状況を知るために、

東西にトレンチを設定し掘削。東側調査区西端の 4層掘削。

822  東側調査区西端の 4層掘削。西側壁面より5m地点まで

5層面の検出をほぼ完了。一部 4層の残存する不定形プランを検

出。中央焼土検出サブトレンチ拡張調査及び竪穴建物検出。

824  西側調査区西の遺構確認と清掃。S1600掘削・写真撮影・

図化。西側調査区 5層上遣構検出。 4層掘削終了。竪穴建物のサ

ブトレンチ掘削。遺構の輪郭土層の確認。SD09肩部分の礫群の

堆積などを確認のため、 2箇所 トレンチ掘削。東側調査区、西端

の 4層掘削。打製石斧 5点を撮影・TS観測後取り上げ。

825  西側調査区南の 5層掘削、上面の追構検出、写真撮影。

S1600の掘削、完掘写真・図化。東側調査区西端部から5層上面

遺構の浅掘開始。遺構は柱穴が少ない。東側調査区の竪穴建物の

サブトレンチ掘削を行い竪穴4・ 5基が確認できた。SD09肩部の

トレンチの掘削、断面図化。

326  西側調査区、 5層掘削。遺構は柱穴を主に多数。西側調

査区 5層上面の遺構確認。東側調査区 4層掘削。SD09礫群の写

真撮影と竪穴建物の検出写真撮影。午後雨天中止、写真図面整理。

329  西側調査区、 5層掘肖1。 打製石斧・磨製石斧出土。遺構

は柱穴を主に多数。S1600完掘写真 。図化作業終了。西側調査区

の南東部分焼土付近の遺構検出。東側調査区のSI遺構調査を本格

2 調査 口誌抄

的に開始。 トレンチ設定後、土壌サンブルを採取しながら掘削。

830  東側調査区、竪穴建物の掘削。南側水路付近からは遺物

が多く出土。土壌サンプル採取。西側調査区、 5層掘削。 5層上

面遺構検出、写真撮影。

831  東側調査区、竪穴建物の掘削、須恵器・土師器などの遺

物出土。西側調査区西南の焼土範囲のサブトレンチ調査。西側調

査区の 5層掘削・検出作業① 5層掘削終了。

91  東側調査区、竪穴建物の調査。仮水路付近の竪穴建物の

掘削、土師器・須恵器・磨製石斧出土。深度は30cm近 く、かま

どと推定される焼土が北部分に見られる。西側調査区、焼土検出

付近の遺構確認のため、 5層を浅く掘削。西側調査区、 5層掘削

終了部分から、遺構確認、出土礫の位置関係の確認のため、清掃。

92  東側調査区、竪穴建物の掘削。遺物の図化 。写真撮影。

西側調査区、焼土周辺の遺構調査。焼土周辺の遺構プランが不明

なので、 5層を少しずつ下げ遺構確認を行う。焼上の輪郭を記録

して、今後調査する。西側調査区、 5層掘削・遺構浅掘。

パリノ・サーヴェイ千葉氏、古環境分析サンプル摘出実施。SD0

9北側セクションベルト部、SKの 2カ 所。

95  土器洗浄。酒井英男教授 (富山大学)来跡。古地磁気調

査の概要説明及び当現場での実施計画打ち合わせ。

96  現場の台風14号対策。

97  遺跡現場の見回り。台風14号接近のため発掘中止。

98  東側調査区、竪穴建物調査。遺構掘削。西側調査区、焼

土群周辺の掘り下げ。 5層掘削、遺構検出、写真撮影。遺構確認

の浅掘。概略図作成。土器洗浄。

99  西側調査区の遺構検出。遺構の確認作業後に範囲を設定

し、浅掘、概略図。6層検出面上に検出された炭化材集中範囲に

ついては、各遺構掘削・記録作業終了後、箱掘にて状態確認。東

側調査区の竪穴建物の遺物検出と写真撮影、測量。

912  東側調査区の竪穴建物の測量・図化。

金田章裕教授 (京都大学)視察。

913  東側調査区、S1492か まど周辺の検出開始、焼土面の範

囲ほぼ確定。平面プランは、東、北は確定、南側が不明。サブト

レを1つ追加。西側調査区、 6層上面遺構検出ほぼ完了。

914  東側調査区、竪穴建物の断面実測と清掃。西側調査区の

遺構半裁作業開始。年後雨天中止。写真整理・図面整理。

915  東側調査区、竪穴建物調査 。掘削・写真撮影。西側調査

区、遺構半裁作業。庄南小学校生徒代表見学。
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916  見学会準備。遺物の展示、見学コースの設定。東側調査

区の竪穴建物跡、西側調査区の遺構掘削。

庄南小学校「庄南なかよしウォーク」250名見学。

920  西側調査区、 5層掘削、遺構掘削。東側壁面に検出され

た列状遺構群 6基の観測・編集を実施。東側調査区、竪穴建物の

遺構調査と清掃。東側調査区、遺構掘削。

921  西側調査区の西南部分の焼上を伴う遺構検出および遺構

周辺の 5層掘削。東側調査区、竪穴建物の清掃→タワー写真撮影

→あぜの掘削。サンプル採取。東側調査区、 5層掘削。

922  東側調査区、竪穴建物の遺物出土状況の図面作成、畦の

掘肖1→ほぼ床面まで掘削終了。1l l10よ りS1491タ ワー写真撮影。

東側調査区、5層掘削。打製石斧・磨製石斧出土。 (3点 64～ 65の

観測取り上げ)西側調査区、焼土集中のSI完掘、周辺の5層掘削

→西側調査区の5層掘削ほぼ終了。

926  見学会の打ち合わせ。東側調査区、竪穴建物の遺物取り

上げ、遺物出土状況の測量。東側調査区、5層掘削。見学会準備。

927  午前、出町中学校遠足75名 見学。

午後、東側調査区、竪穴建物の畦内の遺物測量・張り床・かまど

周辺の清掃。東側調査区、西部分の5層掘削。打製石斧数点出上。

西側調査区、東南部分の5層掘削、遺構検出。

928  東側調査区、竪穴建物の写真撮影のため、遺構清掃、タ

ワー写真撮影。図化等。東側調査区、西部分の5層掘削及び遺構

検出。西側調査区の焼土遺構完掘、測量。周辺の調査終了。

砺波市教育委員会視察。

929  東側調査区、竪穴建物の遺物取り上げ・床面清掃。柱穴

の半裁、写真撮影。東側調査区、西部分の遺構検出と浅掘。西側

調査区、焼土遺構付近の遺構確認、 5層掘削。

930  東側調査区、竪穴建物の古地磁気のサンプル採取。畦の

掘削・遺物取り上げ。東側調査区、西部分の遺構検出。浅掘。中

央部分の 5層掘削。 5層掘削 6層面の遺構概略観測及び遺構図作

成。富山大学理学部が古地磁気のサンプル採取。

103  東側調査区、竪穴建物の床面清掃、遺物の取り上げ、畦

の掘削。S1494焼 土範囲セクション掘込み及びPl掘込み作業。出

土遺物状況撮影。遺物取り上げ地点観測記録及び遺構詳細図観測

作図。西側調査区、礫出土状況のラジヘリ空撮に備え、清掃。

105  東側調査区、竪穴建物のかまどの調査を中心に図化、掘

削。遺物取り上げ。清掃。空撮の測量杭の設置。

10.6  正年に西側調査区ラジヘリによる空中撮影。西側調査区、

全体の清掃、ベルコンの撤去等。空撮後、中央部の排水路にタワー

を設置し、全体の写真撮影。東側調査区、竪穴建物の遺物取り上

げ、測量。東側調査区、SD09西の 2層掘削。西側調査区ラジヨ

ンヘリによる空撮。

107  東側調査区、竪穴建物床面上の遺物の取り上げ・測量、

かまどの写真撮影。東側調査区、 2・ 5層の掘削。遺構は柱穴が

検出され、打製石斧も数本出土。

1011  東側調査区、竪穴建物内柱穴等の遺構掘削開始。東側

調査区、SD09肩部を残し、2・ 5層の掘削。石斧打製が数点出上。

西側調査区、 5層礫の出土状況の図化、番号をつけて保管する礫

の調査。全体的には自然礫が主であるが、割れているものもある

ことから、数点番号をつけて保管。

1012  西側調査区、5層中礫の取り外し。分割・剥片等が見ら

れる礫は撮影、位置の測量。東側調査区、竪穴建物のかまどの遺

物の測量、取り上げ等。竪穴建物内の柱穴の測量、図化、写真撮

影。東側調査区、SD09西の5層を、肩部を残して掘削。

1013  東側調査区、古地磁気サンプル採I」X準備。竪穴建物の

かまどの焼上の古地磁気サンプル採取のため、酒井教授来跡。か

まどの焼土を4,5箇所採取。東側調査区、SD09西の 5層掘削。西

狽I調査区、礫の取り外し終了、礫の撤去と土柱の清掃。

1014  東側調査区、竪穴建物のかまどの掘削。東側調査区、S

D09西部分の 5層掘削。撹乱、礫が 5層中に多くあり、遺構もさ

ほどない。西側調査区、 6層上面の遺構の半裁。遺構は柱穴が主

で、規則性は見られない。東側調査区、竪穴建物のかまど遺物出

土状況写真、測量。遺構全体の写真撮影、清掃。東側調査区、S

D09西の北部分の遺構検出。西側調査区、遺構の半裁。断面の写

真撮影開始。

1018  西側調査区の基本層序記録のため、壁面清掃、図化作

業。西側調査区、遺構半裁、写真撮影。東側調査区、竪穴建物か

まどの掘削。床面清掃、写真撮影。東側調査区、SD09西側北部

分の遺構検出。 5層中に礫が多く含まれており、遺構はほとんど

見られない。 (株)ア ーステクト、地下レーダー探査デモ。パリ

ノ社、土壌サンプル採取。

1019  西側調査区、遺構半裁、写真撮影、図化。壁面の基本

層序の図化。東側調査区、竪穴建物完掘写真の撮影が終了、床面

掘削。かまどの遺物の取り上げ。東側調査区、SD09西狽1北部分

の遺構検出。富山県埋文センター山本正敏氏来跡。

1020  東側調査区、竪穴建物の張り床の掘削、遺物取り上げ。
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遺構内から検出された柱穴 (SB04)の半裁→図化。東側調査区、

5層掘削。西側調査区、遺構半裁、写真撮影、図化。西側から中

央部分にかけて、柱穴の密度が高い。基本層序の図化。

10.21  東側調査区、竪穴建物の張り床の掘削。SBの遺構周辺

の清掃。東側調査区、SD09東側の 5層掘削を本格的に開始。西

側調査区、遺構半裁、写真撮影、図化。基本層序の図化作業。

石川県埋文センター横山氏来跡。国交省稲垣監督員来跡。

1024  東側調査区、竪穴建物張り床の掘削。SB04の 掘削、図

化、写真撮影。東側調査区、SD09東側部分の 5層掘削。遺構な

し。西側調査区、遺構半裁、写真撮影、図化。西地区全体の 8割

の半裁作業を終了。基本層序の図化。

1025  東側調査区、竪穴建物の張り床の畦の図化。SD09東部

分の 5層掘削。西側調査区、遺構半裁作業、写真撮影、図化。半

裁作業はほぼ終了。

富山国際職藝学院 。上野幸夫教授が建物遺構を中心に視察。

10.26  西側調査区は、SPの 断面図図化、土層注記、調査終了、

完掘作業。東側調査区、竪穴建物の張り床の図化終了→完掘作業。

S1166・ SB01写真撮影。東側調査区、SD09の東部分の 5層掘削。

SB04の 遺構詳細図観測及び編集作業。

10.27  東側調査区、竪穴建物張り床除去の完掘写真撮影。SD

09東部分の 5層掘削。S1494。 492西側からタワー写真撮影実施。

S1494・ 492床下遺構詳細観測作図。西側調査区、東部分の写真撮

影。北側の壁面の基本層序を調査するため、壁面の清掃。

パリノ・サーヴェイ千葉氏、土壌採取。

10.28  東側調査区、竪穴建物張り床除去の完掘写真撮影。SD

09東側の 5層掘削。遺構、遺物ともにあまり見られない。 東側

調査区、北側壁面の基本層序の図化。S149調ヒ側からタワー写真

撮影実施。西側調査区、完掘作業、遺構断面写真撮影。

11 1  東側調査区、竪穴建物内柱穴の調査。SD09西側の 5層

掘削 。遺構検出。SB02掘削開始。遺構全景写真未撮影のため掘

削を中止し、 ドーナツ掘に変更検討を行う。水路切り回し部北に

石錘他、打製石斧 2点107～ 109を観測。SB04柱穴の上場詳細観

測及び編集図作成。西側調査区、遺構完掘、写真撮影。

11 2  東側調査区、SB04完掘写真撮影。東側調査区、SD09西

の 2層掘削・遺構検出。西側調査区、遺構完掘、清掃、写真撮影。

11.3  東側調査区、全体清掃。SD09西の 5層掘削・遺構検出。

西側調査区、清掃、写真撮影。現地説明会の打ち合わせ、整理作業。

11 4  東側調査区、全体清掃。年後タワー写真撮影。SD09両

2 調査 口誌抄

岸の 5層を残していた部分の掘削、遺構検出。西側調査区、遺構

完掘、清掃、断面写真撮影。現地説明会準備。

11.5  現地説明会準備。

11,6  現地説明会 (2回目)75名 参加

11 7  東側調査区、竪穴建物の平面図化の確認・修正。SD09

の 5層掘削・遺構検出。SB04柱穴の遺構詳細図作成観測及び編

集図作成。西側調査区、遺構完掘、完掘、清掃。

11.8  空撮準備。S1491貼 り床下完掘面の遺構詳細図作成観測

及び編集図作成。打製石斧No l10～ 118の位置観測及び取り上げ。

119  空撮のため、全体清掃。東側調査区のベルコンをユニッ

クで移動し、壁面のブルーシートの撤去。撮影コース対空標識設

置及び測量。砺波コミュニティ放送「お、るさと砺波の文化財」収録。

1110  ■:00～ 13Ю O、 ラジヘリ空撮。西側調査区の遺構完掘の

図化作業を先行して行うため、対空標を設置。空撮終了後、タワー

全体写真撮影。

11.11  空撮の写真撮影結果が後日判明するため、水路調査区

の表土掘削と遺構検出、東側調査区の礫出土状況の写真撮影。東

側調査区の礫の調査、測量対象の確認。地権者了解を取得に付き、

水路調査区の掘削を開始。耕作及び圃場整備床土を人力掘削し、

2層面を確認するが、キャタピラ跡が見られ撹乱の痕跡が認めら

れる。遺構 。遺物が確認できなかったので 5層上面まで掘肖1。 5

層面にて 2基の遺構プランを確認。検出状況写真撮影。

1114  東側調査区の礫の除去作業、竪穴建物付近の 5層掘削

開始。水路調査区の清掃、5層掘削。

1115  雨天中止。現場内の排水作業。

11.16  東側調査区のSD09付近の写真撮影のため、清掃。水路

調査区、掘削作業はほば終了、測量。図化。

1117  東側調査区、SD09付近の礫出土状況の清掃。撮影終了

後に付近の礫の撤去、 5層掘削。西側調査区、遺構完掘の写真撮

影再開。中央竪穴建物部に拡がる酸化鉄層の分布状況観測及び作

図。水路調査区は遺構の上層断面図化後に平面測量、 5層掘削。

11.18  東側調査区、礫の除去、遺構検出。西側調査区、遺構

清掃、写真撮影。水路調査区は5層掘削終了、土層断面図化。

1120  東側調査区、 5層掘削終了、遺構検出と浅掘。

1121  東側調査区、遺構確認のための浅掘と、順次遺構半裁、

写真撮影、図化。ほぼ半数近い遺構の調査終了。

1123  東側調査区、遺構掘削、写真。遺構調査終了。

1124  西側調査区、空撮のため清掃。完掘写真の撮影。
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第 3章 調査の方法 と成果

1125  西側調査区、全体の清掃作業、残った完掘写真撮影。

完掘写真はほぼ終了。SD09土壌サンプル採取。

1126  東側調査区、空撮のため清掃。

11.28  明日空撮に向け、ブルーシートの撤去、土嚢袋の移動。

ベルコン移動、タワー設置。

1130  調査区内排水作業、対空標設置。正午前、実機空撮。

12.1  調査区基本層序の写真撮影のため、壁面清掃、図化。

風倒木痕の遺構掘削、中央部の排水路のSB03の 確認掘削。西地

区東壁面内SB03上面検出のため壁面掘込みを開始、プラン検出

概ね完了。

126  現場物品の片付け。竪穴建物の上壌サンプルの上嚢数

量と整理作業を数人の作業員で実施。

127  東側調査区東端の畦掘削、 5層は掘削終了。風倒木痕

の掘削。SB03の 確認掘削、範囲が広いことが判明。SD09右岸側

調査区東端部に盛り上材流出防止のため掘残していた 5層土畦の

撤去。S1494南東隅の掘削及び記録。断面図作成後、TSにて平面

細部測量。

12 8  SB03の 断面図化、掘削。個別に写真撮影→完掘。風雨

がひどくテントを張る。現場のベルコン、資材の撤去作業。

整理作業日程の打ち合わせ。

12.9  仮設テントを設置し、柱穴の遺構調査。規模の大きい

柱穴で、素掘小溝も確認できた。

1212  最後の風倒木痕掘削を行い作業を終了。SB03の かまど

の遺構掘削、調査。付近を少し拡張して測量。S11220焼土範囲を

拡張調査、支脚と思われる礫群と複数の上器破片を検出。焼土は

カマド跡と考えられ、竪穴建物跡と判断されるが、農業排水路の

影響により全景及び軸方向は不明。竪穴建物の上壌サンプルの上

嚢袋約4000袋 を、砺波市埋文センターヘ搬送。現場道具の撤収。

1213  降雪中止。竪穴建物の土壌サンプルの土嚢袋約4000袋

を、砺波市埋文センターヘ搬送。

12.14  現場作業が完全終了。作業員に対する挨拶を砺波市教

育委員会と、株式会社上智から行う。管理工程の測量を現場で行

う。現地調査完了。
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3 基本層序の解説
平成15年度調査区 (4,200ポ,東西延長150m)の 東に隣接して今年度調査区が位置 している。

平成14年度には本事業対象地全域の試掘調査を実施しており、断片的な トレンチ調査ではある

が、ある程度は地形状況・堆積層序を推定することが可能である。本節では、これまで 3ヵ 年

の本調査範囲の基本層序の連続性や、地形 。堆積状況の相違を把握することを目的とし、試掘

調査の基本層序を手がかりとして把握に努めたい。

鍵 層   調査区は、河成堆積扇状地である庄川扇状地上の扇央部に位置しており、扇状地

形に特有の堆積状況がみられる。この堆積状況を読み解 く鍵層として、3ヵ年の調査対象地内

において、普遍的に存在する5層 (黒色有機質層・黒ボク土)・ 6層 (地山シル ト層)・ 7層

(地山砂礫層)がある。これら層位を鍵層と位置付け、平成 15。 16年度調査区において同名の

番号を付与 している。よって16年度調査区の基本層序は、地表に近い位置から順に層位番号

を付さず、鍵層である5・ 6・ 7層以外は現地調査段階で認識 した順序で層位番号を付 した。 5

層は黒色有機質層であり、縄文期の遺物包含層でもある。6層・ 7層 は地山であり、6層 は褐

色 シル ト層、 7層 は砂礫層である。地表に近いところから5層→6層→7層の順で堆積 してい

る。

地山の変化  地山と認定した層位は、基本的に2層ある。地山シル ト層である6層は、褐色～

黄褐色～明黄褐色を呈 し、黒色の5層 とは色調が明瞭に異なる。 15・ 16年度、試掘調査におい

てほぼ全域で存在していたが、所々で7層から漸移的に5層が堆積 しており、間層の6層が堆積

していない箇所があった。これは、地山砂礫層である7層の堆積状況を反映したものあり、埋

没微地形の影響を受けたものと判断できる。庄川扇状地は河成堆積扇状地に分類され、その形

成過程では、高水時ごとの礫の堆積、扇頂溝の形成、自然堤防の形成とその破堤、河川の転流、

新 しい流路ぞいの砂礫の堆積および自然堤防の形成、というサイクルが幾度となく繰り返され

るという 。礫層 (7層)は河成堆積扇状地を形成する主要な構成物であり、扇状地礫層 (fan

glomerate)と 呼ばれるものである。庄川扇状地上で砂礫採取工事を見受けることがあるが、

観察すると表層堆積物が地表から1～ 1.5m程度の深度まで堆積 しており、その下は7層 のよう

な扇状地礫層が累々と10数 m下まで続く状況である。河川の形成営力によって掃流運搬された

礫の堆積の結果、扇状地を構成する7層が形成された。この段階では、地表は起伏に富み、無

数の自然堤防 (natural levee)や後背湿地 (back lowland)が 形成され、それらを縫うよう

に河流 (stream)の 通る細長い溝状の凹所である大小の河道 (channel)が走っていたことで

あろう。現在では平坦な水田景観が広がる庄川扇状地もかなりの起伏があったと考えられる。

その7層 により形成された微起伏の凹部に、河道から溢れ出た越流 (overflow)。 溢流によっ

て細粒の泥や砂 (6層)が堆積 した結果、先述 したように7→ 6→ 5層、7→ 5層 と場所によって2

種の堆積状況を生むことになったと理解 したい。理解の一助として、試掘調査結果から埋没微

地形の復元を試みている 。久泉遺跡の所在地は、かつて旧中田川と旧千保川に挟まれた微高

地だったところであり、圃場整備以前までは河岸段丘が良好に確認できる状態であった。埋没

微地形は複雑に入り組むが良好に遺構 。遺物が検出された範囲 (H15～ 17調査区)は、周辺よ

りややレベルが高い微高地状の地形であり、南北に幾筋か小河道が走ることが判明した。いわ

3 基本層序の解説

黒 ボ ク 土

遺物包含層

地 山シル ト

地 山砂礫層

河成堆積扇状地

扇状地礫層

自 然 堤 防

河流・河道
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第 3章 調査の方法と成果

小字「中島」 ば島状の中洲もしくは川中島といった印象である。この微高地の範囲には、「中島」という小

字が残っていることも興味深い。

黒色有機質層  5層 は黒色シル ト (黒ボク土)で、調査区全体にわたって遺物包含層化 して

おり、上面で遺構を確認できたことから上層遺構面として扱っている。15年度調査区A-4区で

厚 く堆積している5層 は上部層の影響をほとんど受けておらず、いわゆる純粋に近い “黒ボク

土"であった。黒ボク土とは、外山秀一氏によると大きく次の 3つ に区分されるという 。

まず、(1)い わゆる黒ボク層とよばれるもので、自然堤防状や中州状の微高地からその縁辺

部にかけて分布する。次に、(2)低湿地や湿地で生成される有機質層で埋没 した旧河道底でみ

られ、ヨシ属の高出現に代表される。さらに、(3)埋没した微高地からその縁辺部で生成され

た黒土層で、これは aと bと に細分される。 aは (1)の 生成後に畠地土壌化 したもので、ウシ

クサ族とイネが多数検出される。また、 bは (2)の生成後に水田土壌化したもので、ヨシ属と

イネに代表され、旧河道底が水田として利用されている。

3種ある黒ボク土のうち、庄川流域で特徴的にみられるのは(1)と (3)aで あるという。すな

わち、微高地からその縁辺部に分布する黒ボクと埋没した微高地からその縁辺部に分布する黒

ボクが土壌化したものである。地山層 (6。 7層 )は周辺より高い微高地地形を示 していること

は先に触れたとおりであり、5層の堆積もそうした地形状況に整合する。

“黒ボク土"と いう呼称からも想像できるように、手で触れるとフカフカで空気を多く含み、

粘性はほどんどなく、水の浸透率も高い。掘削・検出を伴う埋蔵文化財調査に適 している土壌

である。調査員・作業員にやさしい土質である。

6。 7層から漸移的に5層が堆積 しており、長い時間を経て堆積 していったことを物語る。佐

瀬 隆氏と細野 衛氏は、黒ボク土層の生成について必要な主要自然条件を「テフラ」「温暖湿

潤気候」「草原植生」とし、森林破壊などの「人為」の関わりを指摘 している 。「母材の緩慢

な堆積と腐植の集積Jと いう過程で生成される黒ボク上が黒いのは、「テフラ」の風化により

生 じる「活性アルミユウムJの役割によるものであり、森林植生では発達しないという。5層

は、外山氏が指摘したようにテフラに起因しないタイプの黒ボク上であるため、単純に比較で

きないが草原植生により生成されるという構造は同じではないか。調査区にはいくつもの巨大

な風倒木痕を確認 しているが、縄文期という時間軸を考慮した場合、森林と呼ぶほどの植生で

あったかは疑間である。外山氏のプラント・オパール分析により「微高地から後背湿地にかけ

ての緩傾斜地にススキやチガヤなどのウシクサ類が繁茂する草原」であったことが証明されて

黒 ボ ク 土

車 原 植 生 いる。久泉遺跡では、「草原植生」が黒ボク土生成の主要条件であるということが可能である。

調査区 (H15～ 17調査区)全体を通 して、 5層 は縄文期の遺物包含層化 している。遺物は、

漸移層の上縁から出土 し始め、 5層 中位から上部に集中する。縄文土器年代では、中期中葉

(上山田 。天神山式)か ら後期後葉 (八日市新保式)に あたる。縄文期遺物包含層を傍証すべ

く、5層の上壌サンプルによる放射性炭素年代測定 (β 線計数法 =液体シンチレーション法 )

を実施 した 。結果、15年度調査区で約2,100年～3,300年前、16年度調査区で約3,300年前 (第

4章第 1節,p182)と いう年代値を示した。これは、出土遺物年代ともよく整合する。

また、調査区 (H15・ 16)全体では一定 した堆積状況ではなく微地形により堆積厚が大きく

変化 していたが、H16調査区では層厚30～50cmと 安定している。
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3 基本層序の解説

5層の上面・下面で遺構を確認 したため、それぞれ第 2遺構面、第 3遺構面として扱ってい

る。次節でも詳細に触れるが、各遺構面はあくまでも遺構を認識 しえた面であり、各期の旧地

表面としての認識はない。第 2遺構面は、遺構深度が浅く、さらに上層からの掘り込みにより

形成された可能性が高い。古代 。中世の遺構を検出したが、それらの遺物包含層にあたる層位

を確認できていない。基盤整備により削平されたことも考えられる。第 3遺構面は、5層 と6層

の層界にあたり漸移的変化を示 しているので生活面とは考えにくい。5層中に旧地表面が存在

するものと考えられる。

洪水堆積層  調査区内全域で検出したわけではないが、スポット的に決水堆積層と思われる

層位が見受けられる。H15調査区東端A-4区で確認 した旧河道はもちろんのこと、5層 -2層 の

間に厚 く堆積する4層がそれにあたる。褐色～黒褐色、試掘調査ではにぶい黄褐色を呈し、粒

子の細かなシル ト層である。5層 との層界は平坦画然であり、急激な堆積環境の変化を読み取

ることができる。河道からの越流・溢流による運搬物と考えられ、周囲より高い微高地にもか

かわらず洪水を受けていたことを物語る。所々、ラミナ状堆積が観察できる箇所があったが基 ラミナ状堆積

本的には4層 を細分することはできず、短期間のうちに堆積 したと考えられる。調査区南側は

地山が緩やかに傾斜 しており、地形的に低いところでは4層が70cm近 く堆積 している。反対に

地山レベルが高い箇所では、層厚は薄い。これは、低いところに厚く堆積する洪水堆積層の特

性をよく示すものと考えられる。4層の洪水層が堆積した後、再び黒色有機質層 (2層)が堆積

する。地形的安定性を取り戻し腐植・集積を繰り返 し黒色土が堆積 したもので、5層形成時と

堆積環境はさほど変化がみられないようである。この黒色土は、H16・ 17調査区においてのみ

見られるもので、H15調査区にはない。間にある旧河道により地形的な変化から堆積 しなかっ

たとも考えられるが、本来存在したものが基盤整備で削平された可能性が高い。SD212の断面

では、4層 を掘り込んで形成され、2層 により埋まったのちに再び2層上層から掘り込む状況が

確認できる。調査区全体を通 して、2層から表土層までの層位が少ない。表土は水田耕土であ

り、その直下は基盤整備の盛土である。表土下各層の層厚も薄く、表土に古代 。中世遺物を含

むことから、かつて存在した層位が何らかの要因で削平された可能性もある。 (野原)
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第 3章 調査の方法と成果

5420m―――

5420m―

5

基本層序

1灰白色シルК10YR7/1)一部盛土耕作土しまりよい
2黒褐色シルト(10V虚/2)有機質層遺物包含層炭化物数mm～ lcm稗度のもの合む

橙褐色黄褐色の数mmのブロック多く含む密
4褐色シルト(10YR4/4)ほ ぼ単一の層であるが暗褐色プロック少畳含む

洪水堆積層であり無遺物層
5黒色シルト(10YR2/1)わ ずかに粘性あり数mm程度の小礫多く含む

2～3mmの炭化物微量に含む
遺物包含層有機質層

6黄褐色シルト(lllYR5/6)地山シルト
7暗褐色シルト(10YR3/41地山砂礫

25にぶい黄橙色シルト(1∝R6/4)圃場整備時の盛上しまりよい

29黄橙色シルト(10YR7/81鉄分沈着ありしまりよい
31明黄褐色シルК10VR7/c)amm程度のマィガン微量含む
38灰黄褐色シルト(10YR4/2)灰 白色プロック含む 盛上
39灰黄褐色シルト(10YR6/2)
40にぶい黄橙色′‐卜(10YR72)盛土層 しまり強い
41にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)盛土層
42にぶい黄橙色シルト(10YR7/2)
43灰黄褐色シルト(loYR4/2)灰白色プロック(19YR7/1)40%+明 黄褐色粒2銚含む 床土

錢警影貨肌 ,イ義曇亀講鶴震留チ競 43蛤む触微量含む

争昌糧自彰をヽ翻 :う霧辞長弄要貪4り議響3陥懸客普承驚含む

Д

久泉遺跡 基本層序 (S=1:100 垂直方向S=1:50)

1

層]25
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4 第 1遺構面 (中世―近世期)

概   要  第 1遺構面は、 2層上面において確認した。試掘調査で確認できず、表土か

ら5層上面まで掘り下げている中で、溝遺構らしき輪郭を見つけたので掘削を止め、精査した

ところ面的に広がりが認められたので遺構面として扱うことにした。

遺構の配置  基本的に溝遺構が主体を占めるが、調査区西側にやや規模の大きな土坑が2

基 (SK158,SK165)あ った。土坑は遺物が検出されず土相も他の遺構と異なることから、近

代の可能性が高い。溝遺構は調査区東側、西側で数条確認 した。東側の溝は、SD147-148と S

D149-152の 2条が交差 している。それぞれ単独で存在した可能性もあるが、切り合い関係が確

認できなかったので近い時期に埋没 したことも考えられる。西側の溝は、SD158と SD161が平

行するように北西方向に走り、SD158と 交差する位置にSD157が あるが撹乱により新旧は不明

である。

いくつか走行する溝の中で、近代絵図と重なるものがある。北西方向に走るSD150～ 152と S

D158は 、明治10年の『石川縣下第五大厘小四匡越中國幅波郡久泉村用水見取檜国』1)に「今

用水」とあるものと位置的にほぼ整合する。近世用水史の規模や形状を知る上で検討すべき資

料である。

第 1遺構面の遺構内からは古代、中世、近世の遺物が出土するが、第 2遺構面の年代と絵図

等の関係から、遺構の帰属年代は中世もしくは近世と考えられる。中世後期から漸移的に展開

したと考えられる砺波平野特有の散村形態は近世期に入り、発達した。遺構面から溝、土坑以

外の遺構が全くないことは少なくとも奈良 。平安期以降、調査区が居住空間として土地の利用

がなされなかったことを示し、散村という集落形態の形成過程を考える上で示唆的である。

溝 (S D55,145‐ 149,151,152,156-158,161,162′ 168) 〔図26・ 27・ 28・ 29 図版5。 43・ 44〕

概   要  位置関係は上記のとおりである。SD151・ 1521よ 埋没後のSD09を切って造成

されたが、南東方向に地形的に高くなるので途中で消えている。地形的に南が高く北が低い扇

状地地形なので、流路方向は自ずと明らかである。遺物は古代が主体だが、古代包含層である

2層を掘り込み造成されているため混入したと考えられる。SD146・ 147・ 149イよ竪穴建物が集

中する場所の上層に位置するので、遺構内覆土からの混入品かもしれない。

遺   物  古代、中世、近世期の遺物がある。須恵器は杯、杯蓋、壺、壼蓋がある。 1

～31ま須恵器杯である。 4は杯蓋で、日縁端部を小さく折り返す。 5は土錘である。6は小型有

台杯で高台が内端接地となる。7は珠洲の壺体部である。 8は須恵器の短頸壺に伴う蓋と考え

られる。外面が降灰し、口縁端部を三角形に折り返している。 9は須恵器壼の体部である。10

は珠洲の橋鉢である。内面に使用のため摩耗した卸し目が残る。底部のみ遺存のため詳細年代

は不明である。11は越中瀬戸の皿で、内外面に鉄釉の漬け掛け、削り出し高台である。12は鉄

滓である。須恵器はⅣ・ V期に相当し、 8世紀後半から9世紀前半の年代を与える。中世 。近

世においては遺物が細片のため、詳細年代は与えられない。

1)佐伯安一氏のご教示により図面を検討した結果、近世溝であることが判明したものである。

4 第 1遺構面 (中世―近世期)

溝 遺 構

土 坑 2基

久泉村用水

見 取 絵 図

散 村 形 態

|

|
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第 3章 調査の方法と成果

54 00m A

SK165
①明黄褐色シルト(25Y6/6) 灰黄色シルト(25Y7/2)ブ ロック状

十黒褐色シルト(10YR3/1)粒 状に含む

ト然

__ム
｀

54 10mA

SK159
①暗灰黄色シルト(25Y5/2)黒 色土粒状に少量含む 明黄色シルトブロック状に含む

②黄褐色シルト(25Y5/2)黒 色土粒状に少量含む 炭化物粒微量に含む

③黒褐色シルト(10YR3/1)鉄 分沈着
④オリーブ褐色シルト(25Y4/3)褐 色土粒状に少量合む 鉄分沈着
⑤黒色シルト(10YR2/1)褐 灰色土粒状に少量含む

‐‐２舎
(SD146)

o                        2m

図26 第1遺構面 SK159 165(S=1:40)

(SD149〉

〕                     10cm

図27 第刊遺構面出土遺物実測図 (S=1:3)

①

(SD72〉 (SD147)

_《鷺ζgggsゝ _(::,)

餓
:
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54 20m G

SD151
①にぶい黄色シルト(25Y6/3)黒褐色シルト質粒含む

十

+

+

十

~~~7o,37o

駆
”
５０
れＳＤ‐∝

+
5410mD

C｀ 5410mE

+
23T

|

~70,360

54 20m B

SD147
①黄褐色シルト(25Y5/3)
②にぶい黄色シルト(25Y6/3)黒 褐色シルトブロック含む

②灰黄色シルト125Y6/2)砂礫含む
③にぶい黄色シルト(25Y6/3)黄灰色シルト含む

SD149
①黄褐色シルト(25Y5/3)
②にぶい黄色シルト(25Y6/3)暗灰黄色粒含む
③黒褐色シルト(25Y3/1)

5420m H

SD152
①灰自色砂層(25Y8/2)
②明赤褐色砂層(5Y5/8)2層 ブロック少量含む
③明赤褐色砂層(5Y5/8)2層 が大半を占める

0                      2m

１
～
Ｉ
ィ
〇
〇
∞
．め
一
ｆ

鰤 生

議

」 54 20mC

SD145
①明黄褐色シルト(25Y7/6)褐 灰色ブロック含む
②褐灰色シルト(10YR4/1)
◎浅黄色シルト(25Y7/4)② ブロック含む
餓４６柳
ＳＤ‐∝

③黄灰色シルト(25Y4/1)

♀            1           19m

図28 第1遺構面東側調査区SD(平面図S=1:200 断面図S=1:40)
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54 30m A

SD153
①灰黄色シルトブロック状の埋土(25Y6/2)
黒褐色ブロック状に少量キ褐色ブロック状に微量含む

5410mB      
①       B｀

SD155
①灰黄色砂質土(25Y6/2)2cm程 度の小礫少量含む

70,360_

5430m壁

■.ぜ士面堕
型

屈
5420m E E｀

SD156
①黒褐色シルト(10YR3/1)灰責褐色シルトブロック状に含む

54 20mD

SD157
①黄褐色シルト(25Y5/4)
下部に黒褐色ブロック少量含む

SD158
①黄褐色シルト(25Y5/4)下 部砂質

70,370_

5420m二_

SD161
①黄褐色シルト(25Y5/4)
②明黄褐色シルト(25Y7/6)
黒色ブロック少量含む粘性あり

♀             1            19m

図29 第1遺構面西側調査区SD(平面図S三 11200 断面図S=1:40)
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SD162
①オリーブ褐色シルト(25Y4/4)
黒色ブロック多く含む

54 20mH

SD168
①にぶい黄橙色シルト(10YR6/4)
2層黒褐色上十下部に橙色シルト粒状が微量含む
②にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)
2層黒褐色ブロックを多く含む

2m

十

◇
螂

+

十

SP171《 3
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＼
▼

Ｔ

フ

SD168
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5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

概   要  第 2遺構面は、古代遺物包含層である 2層下面 。4層上面および 5層上面で

確認 している。 4層は洪水起源の砂質シルト層であるため、地形的に低い部分 (調査区中央付

近)に しか堆積しておらず、大半の遺構を 5層上面で検出している。もっとも遺構内容が充実

しており、掘立柱建物、竪穴建物、大溝、溝、土坑、ピットを検出している。中世期の遺物が

多少散見されるが、帰属時期は概ね奈良時代後半から平安時代初頭 (8世紀後半～ 9世紀前半)

と捉えたい。

遺構の配置  東側調査区に北東方向に流れる大溝 SD09が 本遺跡の主要遺構である。こ

れは16年度調査区で確認したSD09の 上流部分にあたる。長大で規模が大きいため、試掘段

階では自然河道と思われたが、遺跡内でも地形的に高い場所を縦断しており、埋没と再掘削を

繰り返 している覆土状況等から人工的な構造物と認定した。開削年代は明らかでないが、帰属

時期は古代～中世期と考えられる。大溝の役割が本遺跡の性格を知る鍵となる。また、今年度

調査では集落遺跡として必要条件である居住施設が多数検出され、掘立柱建物 5棟、竪穴建物

13棟を数えた。建物遺構は、東側調査区に集中する。これまで市内における奈良・平安期の建

築遺構は、宮森新北島 I遺跡1)の掘立柱建物1棟と増山城跡 (法花坊峠遺構)2)の竪穴建物3棟

しか検出されておらず、 1遺跡の遺構数では他を圧倒する。掘立柱建物 4棟 (SB01・ 02・ 03・ 04)は

側柱建物で東側に集在 し、SB02のみ東西方向であるが他の 3棟は南北方向に主軸をとる。規

模や柱間距離、構造に統一性がない。中世期と思われるSB05は総柱建物で、西側調査区にあ

る。竪穴建物 (S197・ 166・ 167・ 395。 491・ 492・ 493・ 494・ 495・ 550・ 600・ 620,650。 1220)は 規模や構造の型式が数

種ある。S1166は、平面積が大きな竪穴建物でSB01に併設する。柱を9本備え、柱間に小溝を

巡 らす構造で特異な存在である。南に小規模で無柱穴の建物S197・ 167が並ぶ。S1166と SD09

の間にS1491・ 492・ 493・ 494・ 495が密集 している。S1493は S1495に切 られ、それらの埋没後

にS1492が造 られる。S1491・ 492・ 494は南北に整然と並び、計画的配置を思わせる。西側調査

区には検出例の少ない竪穴外柱穴をもつ竪穴建物S1620、 S1550が ある。竪穴建物廃棄後、程な

くして素掘小溝が縦横に造成される。性格は不確証だが、格子目状に配置される状況や一定の

間隔をもつことなどから、なんらかの造成意図があって造られたと考えられる。自然科学分析

の結果から、畠跡とは認められない。

時   期  建物遺構出土遺物はS1494埋上の蛇紋岩製磨製石斧 (図 107,181)や SD09。

SK556出土の中世遺物を除いては、大部分が奈良・平安期に属するもので、年代は8世紀後半

から9世紀前半に帰属と考えられる。カマド焼上の古地磁気測定 (p.218～ )お よび出土炭化物

の放射性炭素年代測定 (p.182)で 導かれた年代とも皿騒がない。翻れば掘立柱建物・竪穴建

物等の各遺構は時期差があまりなく、短期間のうちに建設・廃棄されたと理解できる。素掘小

溝は建物遺構群と近似した覆土で、出土遺物にも新 しい要素がないので建物廃棄と時期差がほ

とんどないと考える。遺跡内で継続的に使用された遺構は、SD09だ けとなる。

SB02か らは本遺跡で初めて弥生土器 (法仏期)を検出している。

大規模な溝

居住施設検出

掘立柱建物

竪 穴 建 物

竪穴外柱穴

素 掘 小 溝

奈良。平安期

1)富山県教育委員会 1978『富山県砺波市宮森新北島 I遺跡緊急発掘調査概要』

2)砺波市教育委員会 2002『富山県砺波市増山城跡発掘調査報告』(林道増山城跡線拡幅工事に伴う緊急発掘調査報告書)
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第3章 調査の方法と成果

掘立柱建物の調査手順  素掘小溝以外は切り合う遺構が少なく、周囲にピットが密集する

状況ではなかったので建物の抽出は比較的容易だった。遺構認定の手順を説明する。まず、遺

構検出段階に平板測量で作成した概略図 (1/100)を基に、平面的に柱の並びを検討する。見

段 掘 り 当がつくと、すべての柱穴を約5cm段掘りする。単なる小さな落ち込みでないか確認をして、

柱 根 痕 跡 次に切り合いや柱根痕跡をみる。その情報を基に柱の並びを決め、基本的に桁行方向に半割用

の糸を張り、半掘する。断面観察をするには断ち割りが最良の方法だが、第 3遺構面の影響を

考え、一般的な半掘とした。次に断面を観察、図化 (1/20)す る。基本的には柱根痕跡の有

無、柱のあたり、底面形態を確認 し、柱穴であることを追認し、掘立柱建物と認定する。平面

による確認→断面による追認、の流れで柱掘り方を把握する。ビットが大量に検出される遺跡

とは違い、本遺跡は遺構密度が希薄であり、掘立柱建物を構成する柱穴の抽出作業に時間を要

しなかった。唯一現場で認識 しえなかったのは、SB05である。整理時、南北主軸の掘立柱建

物が多いので注意しながら平面図を眺めていたところ、等間隔に配列するピット群を見つけた。

それぞれの断面図を確認したところ、柱根痕跡がないものの、底面形態が平底であり、掘立柱

建物と認定した。

竪穴建物の調査手順  竪穴建物はある程度の深さをもつ遺構であり、多くの遺物が出土す

るので、認識するのは困難を伴わない。当該期の平面形態は方形が基本だが、大きさに多様性

がある。範囲確認のため、検出後十字にサブトレンチを入れる。壁面や床面、深度を確認した

のち、各辺の中点を結び、土層観察用の十字畦を残し、四分法で 4区画を掘り下げる。遺物は

残 し、全点記録する。カマドを検出し、断ち割り調査。床面まで掘り下げ、断面図 (1/20)

作成ののち十字畦を外 し、遺物出土状況図 (1/10)作成、写真撮影。床面の硬化、焼上の広

がり、粘土等を確認する。遺物取り上げ後、柱穴を検出・掘削し、床面完掘写真を撮影する。

再び十字畦を残し、貼り床および下層を掘り下げる。遺物は適宜図化・記録し、完掘となる。

S1492を 中心とする竪穴建物集中域は、遺物包含層と覆土が

錯綜し検出に困難を極め、結果縦横に無数のサブトレンチを

入れ、切り合い関係把握に努めた。

遺物の器種分類と編年指標  須恵器、土師器に関しては

基本的に吉岡康暢 1)、 田嶋明人 2)、 北野博司
3)、 望月精司 4)

の各研究成果を参考とした。編年指標は古代北陸における共

田 嶋 編 年 通編年軸として位置付けられる田嶋編年を使用し、暦年代観

は望月の南加賀地域における年代観に拠った。以前市内の安

川天皇窯を整理した際に高松 。押水窯跡群中の正友ヤチヤマ

窯との共通点を指摘したことがある5)。 このことから土器編

□
□
一
□
一
□
日

縄文土器

打製石斧

須恵器

弥生土器・土師器

珠洲焼

中世土師器

中近世陶磁器

遺物断面凡例

1)吉岡康暢 1983「第 2章 奈良平安時代の土器編年」『東大寺領横江庄遺跡』松任市教育委員会・石川考古学研究会

2)田嶋明人 1987「第 3節 古代土器の編年軸設定」『篠原遺跡』石川県立埋蔵文化財センター

同   1988「古代土器編年軸の設定」ロヒ陸古代土器研究の現状と課題』石川考古学研究会・北陸古代土器研究会

3)北野博司 1989「 1北睦における須恵器生産  (1)編年の概要」日ヒ陸の古代手工業生産』北陸古代手工業生産史研究会

同   1999「須恵器貯蔵具の器種分類案」『北陸古代土器研究第8号 須恵器貯蔵具を考えるI つばとかめ』

4)望月精司 2006「第Vtt A地区とD地区で出土した古代遺物」『額見町遺跡 I』 打ヽ松市教育委員会

5)砺波市教育委員会 2005『安川天皇窯跡発掘調査報告』
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年上でも同窯跡群の研究成果を参考にした部分がある 1)。 須恵器の器

種名は、右表 (表2)の とおり。貯蔵具は北野の分類に従うが、煮炊

具については、宇野隆夫が用語混乱の回避を目的として「深い煮炊具

を釜、浅い煮炊具を鍋」と提案した姿勢に賛同し、長胴甕 =長胴釜、

短胴甕=短胴釜と分類する 2)。 各部名称は、主に中村浩の呼称 3)を

基本とするが、通俗的に使用している用語も含んでいる。法量という

用語は本来仏像の寸法を表すもので土器への適用は馴染まないが、代

替の用語も見当たらないため、これまでの学史を尊重 し使用する。

5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

表2 器種名一覧

本書の名称 田島分類

杯A
杯B
椀A
鍋A
甕A
甕A
壼B

台付長頸瓶 (瓶D)
横瓶
甕

無台杯

有台杯
椀

鍋
長胴釜

短胴釜

短頸壺

長頸瓶

横瓶
甕

1)吉岡康暢 1991「第 2章 須恵器窯の調査」『日本海域の土器・陶磁 〔古代編〕』六興出版

折戸靖幸・川畑 誠 1994「高松・押水窯跡群の 8世紀中葉の画期」『北陸古代土器研究第 4号』北陸古代土器研究会

2)宇野隆夫 1992「食器計量の意義と方法」『国立歴史民俗博物館研究報告第40集』国立歴史民谷博物館

3)中村 浩 2001「参考資料」阿日泉陶邑窯出土須恵器の型式編年』芙蓉書房出版

<長胴金>
<杯蓋>

底部   培 台

<短胴金>

図31 須恵器・ 土師器の器種名と各部分名称

<有台杯>
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第 3章 調査の方法と成果

側 柱 建 物

棟 持 柱

同時期併設

ツノ屋的施設

(1)掘立t■建物 〔Embedded―pillar building; Posthole― type building〕

掘立柱建物 (SB01) 〔図32・ 33・ 34 図版9・ 42・ 43・ 45〕

位   置  調査区中央東側、建物遺構が密集する位置にあり、S1166・ S1167に近接する。

同じ掘立柱建物であるSB03と は平面的に平行し、長軸を南北に取る。 SB02と は長軸が

90度異なり、 L字形の平面位置にある。洪水堆積層 4層上面で確認されたが、古代遺物包含層

2層からの掘り込みと考えられる。

重 複 関 係  上部が後世の河道跡に削られるが、重複関係にある遺構はない。排水溝工事

によりSP299・ 300・ 301が掘削される。

規模と構造  平面は矩形 (長方形)を呈する。建物規模は桁行 4間の総長10.6～ 109m、

梁行 2間の総長5,7～ 5.8mであり、平面積63.2だを測る。南北方向に長軸をもつ側柱建物 (身

舎建物)である1)。 妻側から内 1間の位置に 2基の遺構 (SK233・ SK476)を検出、当初は別

遺構として扱っていたが平側・妻側柱穴からの距離がほぼ 1間に相当することから、掘立柱建

物を構成する遺構として扱うことにした。SP445と SP295。 296の 間に柱がないので総柱とは

考え難 く、SK233・ 476の掘 り方の規模が大きいことや内 1間にあることから、上屋構造 (棟

木)を支える棟持柱と考えたい。

平入 。妻入の別は、確認できなかった。

柱   穴  柱穴は調査区内で完結しており、総数14基である (切 り合い関係にあるもの

を除く)。 柱穴は、ほとんどが明瞭な柱根痕跡が確認できない柱抜取り穴である。図版に柱痕

跡とあるのは柱自体の痕跡でなく抜き取られ柱痕跡が推定できるという表現である。柱掘り方

の平面形態は、円形・楕円形・やや方形に近いものなど統一性がない。西桁行の柱 (SP295・

296、 SP291・ 292、 SP284・ 285。 483)に切り合いがみられることから、柱の据え替えもしく

は建て替えが行われた可能性がある。東桁行の柱穴は、柱筋の通りが悪い。柱間距離がばらつ

き、柱列が外にやや膨れるように湾曲する。これは、国行・郡衡等の官衡遺跡ではあまりみら

れず、地方の集落遺跡に類例が認められるという2)。 集落における造営精度の低さを物語るも

のと考えられる。

また、切り合い関係にはないが西桁行が竪穴建物S1166東辺と一部共有する位置にあり、SP

481・ 292・ 232。 299を 結ぶ平面 (24∬ )がS1166(30ご )の平面積に近い規模にある。出土遺

物の時期差が明瞭でないことから、新旧関係を明らかにしないがSB01・ S1166の 同時期併設も

しくはS1166が ツノ屋的施設となる同一建物である可能性を指摘しておきたい3)。

SP436は 覆土上面に扁平な円礫がのっており、あたかも一旦埋めた後に礎石として使用した

かのような印象をもつ。SP443は 本遺構との関連が特定できないが、SB01周辺には他に遺構

が皆無、そして覆土から焼成不良の須恵器杯が 2枚重なった状態で出土したことから、建物の

建設もしくは廃棄に伴う地鎮祭祀の可能性も考えられる。

1)山中敏史 2003「 Ⅱ 5 建物遺構の区分」『古代の官衛遺跡 I遺構編』奈良文化財研究所

2)宮本長二郎氏のご教示による。

3)上野幸夫氏のご教示による。

地 鎮 祭 祀

― 型 一
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縮Rω

6層2%含む

1 5410m」

O｀ 53 90mP

SP444
①黄灰色シルト(25Y4/1)
②黄灰色シルト(25Y4/1)
6層 10%含む

W｀ 53 60mX

①黒色シルト(2 5YR2/1)
しまりあり鉄分10%含む

SP304

第 3章 調査の方法と成果

53 90mE 54 00mH    SP271 SP272   H｀

②

SP232
①黒褐色シルト(10YR2/2)
②灰黄褐色シルト(10YR4/2)
①+6層 30%含む
③黒褐色シルト(10YR3/2)

SP284 SP235

溌たシル聰OYR70
しまり司司�ヽ
②黒色粘質土(10YR2/1)

53 70mL

③黒褐色シルト(10YR3/1)
④黒褐色シルト(25Y3/1)
③より粘性強い
SP483
⑤黄灰色シルト(25Y4/1)

SP271
①黒褐色シルト(10YR3/2)
炭粒焼土粒微量含む
②黒褐色シルト(10YR2/2)
炭粒少量含む
③にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)
褐灰色ブロック少量含む

SP272
④黒褐色シルト(10YR3/2)
焼土粒微量含む
⑤暗褐色シルト(10YR3/3)
にぶい黄褐色粒微量含む
⑥にぶい黄褐色シルト(10YR6/4)
褐灰色プロック少量含む

5410mK    SP295
SP296

SP296
③黄灰シルト色(25Y4/1)
①褐灰色粘質土層(10YR4/1)
鉄分沈着
⑤黄灰色シルト(25Y4/1)
6層プロック状に1%程度含む

離州脚櫂梯 靱脇ゅ
SP295

SP305

SP445
①黒色シルト(10YR2/1)

鉄分沈着 粘性強い

②黒褐色シルト(Ю YR3/2)
③黒褐色シルト(10YR3/1)
6層20%程度含む

X

L｀        53 70mM             M｀

P

SP304                     sP305
③褐灰色シルト(10YR4/1)    ①褐灰色シルト(10YR4/1)
しまりあり褐色ブロック状に20%含む しまりあり褐色粒状に2～ 5%含む
④25Y4/1黄灰色シルト      ②黒褐色シルト(10YR2/2)し まりあり
4層 3%含む
⑤褐灰色シルト(10YR4/1)

53 80mT                      T

53 80mV

SP476
①灰黄褐色シルト(10YR4/2)
黄褐色ブロック少量含む
灰粒微量含む
②明黄褐色シルト(10YR7/6)
灰黄褐色ブロック少量含む
③黒褐色シルト(10YR3/2)
黄褐色プロック少量含む

①褐灰色シルト(10YR4/1)
6層 5%含む

SK233
①黒褐色粘質土(10YR3/1)径 5～20cmの礫含む
②黄灰色粘質土(25Y4/1)径 5～20cmの礫含む
③にぶい褐色シルト(7 5YR5/3)6層含む

2m

図38 第2遺構面 SB01土層図 (S=1140)

SP301             SP300
④褐灰色シルト(10YR5/1)① 褐灰色シルト(10YR4/1)

②黒褐色シルト(10YR3/1)
①②を貫く木の根?状の痕跡あり
③灰黄褐色シルト(10YR5/2)
6層含む

53 80mU             U｀

働

V｀ 53 80mW

5380mL         R｀         5380m

①黒褐色シルト(10YR3/1)
鉄分沈着粘性強い
②黒色シルト(25Y2/1)
粘性強い

SP303 SP304

①黒褐色シルト(10YR3/1)③ 黄灰色シルト(25Y4/1)
②褐灰色シルト(10YR4/1)4層 3%含む
6層 20%含む ④褐灰色シルト(10YR4/1)

曲
SP437
①黒褐色シルト(10YR3/2)
しまりあり
②にぶい黄褐色シルト(10YR6/4)
黒褐色粒状に10%含む

蜘m
SP436
①黒褐色シルト(10YR3/1)
暗褐色シルトとの互層50%

SP475
①黒褐色シルト(10YR3/2)
②黒褐色シルト(10YR2/2)
炭粒褐色粒微量含む
③褐色シルト(10YR4/4)
にぶい黄褐色ブロック微量含む

蜘 m

SK443
①黄灰色シルト(25V4/1)しまりあり

②
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

図34 SB01出土遺物実測図 (S=1:3)

遺  物  1は SP296出 上の須恵器杯蓋であり、つまみが欠損 している。天丼部は厚 く、
口縁端部は丸く返す。2・ 3は SK443中央中位から出土した生焼け状態の須恵器で、身が褐色を

呈する。埋土は単層のため短期間の埋没が推定でき、埋納行為の所産とも考えられる。2は無

台杯 (杯A)で、体部が直線的に立ち上がるが底部との境で強い撫でにより段をなす。外傾度

は65° 、径高指数は319を測る。31よ 2と 同型 。同窯と考えられる無台杯で、体部が直線的に立

ち上がるが、底部は丸底状となる。外傾度は68° 、径高指数は29.2を測る。2・ 3と も口縁部外

面に重ね焼き痕があり、正位の身に正位の蓋を乗せる北野博司分類 I類 1)よ り正位の身を連続

して重ねるⅢ類 (春日真実C類2))が妥当である。41ま有台杯 (杯 BⅣ)で貼付高台は内端接地

となる。外傾度は68° 、径高指数は33.9を測る。5は 口径15cmの 大型の有台杯 (杯 BⅡ )で、

体部が直線的に立ち上がり口縁部で外反する。杯類は総じて法量が小さく、Ⅲ期から続く食膳

具法量の平均的小型化傾向が看守される。

6は長頸瓶の胴頂部から頸部まで遺存するもので、胴頂部の器壁が厚 く、外面に濃緑色の自

然釉が厚くかかる。7は小型の無台瓶類で、胴頂部 。頸部・ 口縁部が欠損する体部片である。

胴頂部の器壁が薄く、胴頂部から体部にかけて薄く降灰する。8・ 91ま釜体部片である。ともに

外面に平行叩き、内面に同心円文当て具痕を残す。9は器壁が薄く、外面に平行叩き後、刷毛

状工具で整形を施す。

遺物年代は、Ⅳ2期 (8世紀第 3四半期)に帰属すると考えられる。

生焼け須恵器

杯  B  IV

杯  B ‖

小型無台瓶

1)北野博司 1998「重ね焼きの観察」『辰口西部遺跡群』石川県埋蔵文化財センター

2)春 日真実 1989「3 窯詰めの方法」『越中上末窯』(富山大学考古学研究報告第3冊) 富山大学人文学部考古学研究室
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第 3章 調査の方法と成果

側 柱 建 物

沈み込み防止

柱のあたり

法仏式土器

短 胴 釜

掘立柱建物 (SB02) 〔図35・ 36・ 37 図版10〕

位   置  調査区中央東側、建物遺構が密集する位置にある。SB01と は平面的にL字

の位置関係にあり、掘立柱建物の中でもっとも北に位置する。洪水堆積層 4層上面で確認され

たが、古代遺物包含層 2層からの掘り込みと考えられる。

重 複 関 係  遺構中央が後世の河道跡に削られるが、重複関係にある遺構はない。SP429

とSP428、 SP228と SP482は それぞれ切り合い関係にあるが、柱の据え替え等の結果と考えら

れ、純粋に他遺構との重複はない。SP2381よ平成14年の試掘調査で掘削された。排水溝工事に

よりSP309の一部が掘削された。

規模と構造  平面は矩形 (長方形)を呈する。建物規模は桁行 6間の総長9,9m、 梁行 2

間の総長4.3mで あり、平面積426ピ を測る。他の掘立柱建物が総 じて南北に長軸をもつのに

対し、唯一東西方向に長軸をもつ。桁行・梁行ともに掘立柱建物の中でもっとも柱筋の通りが

良い。

側柱建物 (身舎建物)だが、SP237・ 256・ 392が身舎にあり、SB02に関係する可能性があ

る。SP237は 棟持柱としての機能をもつ可能性もあるが、西側に対応する柱がない。河道によ

り流失 したとも考えられないので、SB01と 同様に部分的な柱の据え替えや建て替えの可能性

も考えられる。梁行の柱間は桁行のそれに比して大きいが、遺跡内の掘立柱建物において桁行

の柱間はもっとも小さい。

柱   穴  柱穴は調査区内で完結しており、総数で16基を数える (後世の削平による未

検出1基を含む)。 妻側東の柱穴は規模が大きく、西は小さく不揃いである。柱掘り方の平面形

態は不正円形であり、不揃いである。柱穴は、SB01と 同じく柱抜取り穴である。

遺構中央付近の柱穴数基は、旧河道跡で削られ柱のあたり部分がわずかに残るが、底の断面

形態がV字底 。丸底でないため柱穴と断定できる。SP229の み柱掘り方が地山礫層 (6層)ま

で到達しているが、これは柱の沈み込み防止によるものと考えられる。SP231・ 239・ 427底部

には柱のあたり (柱型)と思われる痕跡がある。SP461・ 462・ 479。 478も 柱掘り方ではなく、

柱のあたり部分を検出したのである。

SP462に 対応する柱穴は未検出だが、旧河道の深度を考えると流失したと認めたい。旧河道

跡と重なる各柱穴の平面形態のばらつきも上部流失によるものと考えられる。

遺   物  遺物出土は 2点と少ない。 1は南西隅の柱穴SP229出土の弥生土器である。

弥生時代後期 。法仏式期1)の高杯杯部で、棒状脚部がつく形式と思われる。杯部中位で粘土帯

を貼付 し、段を施す。内面は摩耗でみえないが外面は刷毛状工具による整形後箆状工具による

磨き調整を施す。3世紀後半に帰属する。2はSP228出 上の土師器の短胴釜である。外反する口

縁端部を上方につまみ上げ、外面を面取り整形する。口縁部内面に炭化物が厚く付着、体部外

面にも煤が付着し、煮炊具としての使用が確認できる。Ⅳ期 (8世紀後半)に相当すると考え

られる。

1は遺跡内で唯一出土の弥生土器があるが、遺構形成層位や周辺の包含層出土遺物を総合的

に判断すると、土師器釜を本遺構の年代と捉えたい。

1)谷内尾晋司 1983「北加賀における古墳出現期の上器について」『北陸の考古学 石川考古学研究会々誌』石川考古学研究会
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5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

性 __牛 ____Jm

図35 第2遺構面 SB02(S=1:60)
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第 3章 調査の方法と成果

5400m L

SP229
①黄灰色シルト(25Y5/1)
②黄灰色シルト(25Y4/1)
③灰色シルト(5Y4/1)
4層2～ 3%含む

5400m H           H｀

SP231
①褐灰色シルト(10YR4/1)
灰黄褐色シルト10%含む
②黒色シルト(10YR2/1)

5400m」       SP239

SP239
①黒褐色シルト(10YR3/2)
柱根の可能性あり
②黒褐色シルト(lllYR2/2)
⑥黒褐色シルト(10YR2/2)
6層 3銚含む

54 00m L

0                        10cm

図36 SB02出土遺物実測図 (S=1:3)

54 00m F    SP228

Ne 2

SP482    F

SP228                SP482
①褐灰色シルト(10YR4/1) ②黒褐色シルト(10YR3/1)
4層 20%含む

①褐灰色シルト(10YR4/1)
4層 30%含む
②黒褐色シルト(10YR3/1)

SP236
I｀5400m I

5400m M

53 80m P   SP478

SP478
①黒色シルト(10YR2/1)
5層 15%含むやや粘性あり

0

SP428
①黄灰色シルト(25Y4/1)4層 3%含む
②黒褐色シルト(25Y3/2)

SP237                SP236
②黄灰色シルト(25Y4/1)   ①褐灰色シルト(10YR4/1)
③黒褐色シルト(25Y3/2)

5400m生

54 00m N N

SP429
①黄灰色シルト(25Y5/1)
②暗灰黄色シルト(25Y5/2)4層 3銚含む
③黄灰色シルト(25Y4/1)
④暗灰黄色シルト(25Y4/2)4層 30%含む
⑤褐原色シルト(10YR4/1)4層 3%含む
⑥黒褐色シルト(25Y3/1)

SP480     P

SP238
④褐灰色シルト(10YR4/1)
⑤褐灰色シルト(10YR5/1)
4層ブロック若干含む

SP309 」
｀

SP309
①黒褐色シルト(10YR3/2)
②黒褐色シルト(10YR3/2)
6層 10%含む

と
｀

4

①

②

▼   ▼  6

SP427
①褐灰色シルト(10YR4/1)
②黒褐色シルト(10YR3/1)
6層酬含む

5380m O O｀

4-1

SP477
①黄灰色シルト(25Y4/1)
②黒褐色シルト(10YR3/1)

4-1暗灰黄色シルト125Y5/2)
45層ブロック状に混じる漸移層か?

SP479
①黒色シルト(10YR2/1)
6層 10%含むやや粘性あり

SP480
①黄灰色シルト(25Y4/1)
灰自色細砂10%含む
②褐灰色シルト(10YR4/1)

2m

図37 第2遺構面 SB02土層図 (S=1:40)
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

掘立柱建物 (SB03) 〔図38・ 39 図版 11〕

位   置  調査区中央、建物遺構が密集する西端に位置する。

重 複 関 係  上部が後世の河道跡に削られるが、重複関係にある遺構はない。

規模と構造  平面は矩形 (長方形)を呈する。建物規模は桁行4間の総長11.lm、 梁行2間

(推定)の総長5.2～ 5,7mであり、平面積63.3ポを測る。

この遺構は、通常の発掘調査手順で検出したものではない。調査区中央を南北に排水溝が走っ

ており、調査対象外としていた。排水溝は、安全勾配を保って法面を造った。下層遺構面調査

において排水溝を残した調査区中央畦の断面図作成時、柱穴らしき落ち込みを確認、柱穴が西 検出の状況

側柱の可能性があるという認識のもと、排水溝を挟んで東側を限界まで掘り進むと同規模の柱

穴群が姿を現した。このため西側柱は遺構と認識した段階で西半分は調査用排水溝で破壊され、 蒻F水溝に

排水溝により梁行の柱数が未確定であるが、梁行が5mを超えるため2間 と推定する。     よる破壊

柱   穴  柱穴は10基である (梁行未確認2基を除く)。 柱穴が単独1基で存在せず、そ

れぞれ同規模の柱掘り方が併設する。これは建て替えの結果による可能性が考えられる。 建て替え

の可能性遺   物  遺構内から出土 した遺物はない。
SP516
①黒褐色シルト(10YR2/2)4層ブロック状に1幌十炭化物微量含むわずかにしまりあり
②黒褐色シルト(10YR2/2)4層ブロック状に10%十炭化物微畳含む若干しまりあり
SP632
①黒褐色シルト(10YR2/2)4層プロック状に郭含むしまりなし
②黒褐色シルト(10YR2/2)4層ブロック状に10%含むしまりなし
③黒tfJ色シルト(10YR2/2)4層プロック状に30%含むしまりなし
SP633
①灰黄褐色シルト(10YR4/2)4層ブロック状に4000■黒褐色の数mm程度のブロック5%含むしまりなし
②黒色シルト(10YR2/1)4層ブロック状に20%含む若干しまりあり微量の炭化物含む
③灰黄褐色シルト(10YR4/2)4層ブロック状に5%含むしまりあり
SP636
①灰黄褐色シルト(10YR4/2)4層プロック状に5qO r黒色シルトブロック2%含むしまりなし
②灰黄褐色シルト(10YR4/2)4層プロック状に20%+黒色シルトプロック2000含むしまりなし
③黒褐色シルト(10YR2/2)灰黄褐色シルトブロック状に10%含むしまりなし
①黄褐色シルト(10YR5/6)6層と鉄分10%含むしまりあり

SP637
②黒褐色シルト(10YR2/2)4層ブロック状に20%含むしまりあり
③にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)4層 ブロック状に40%+炭化物微量含むしまりあり

54 00mE   SP637  SPll19 E 54 00mF F｀

SP638
①暗褐色シルト(10YR3/3)灰 白色+黒褐色ブロック朝台む

炭化物微量含むわずかにしまりあり
②暗褐色シルト(10YR3/3)4層ブロック状に20%十炭化物微量に含む

①と比べ粒子が細かくわずかに粘性あり
③暗褐色シルト(10YR3/3)4層ブロック状に30%Ⅲ炭化物微量含む

SP1208
②黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり炭化物微量含む

SP1209
①黒褐色シルト(10YR3/1)4層ブロック状に5%含むしまりあり

SP1212
①黒褐色シルト(10YR3/1)しまりあり

SP1213
①黒掲色シルト(10YR3/1)しまりあり

SP1214
①黒褐色シルト(10YR3/1)4層粒状に2%含むしまりあり
SP1216
①黒褐色シルト(10YR3/1)しまり弱 4層ブロック状に3%含む

G｀5410m G
4

5400m墜

SPll19
①黒褐色シルト(10YR3/1)
しまりあり褐色ブロック状に10%含む

lililili:iiIョ:ilti「 14
SPll18
②暗褐色シルト(10YR3/3)
しまりなし黒色ブロック状に10%含む

4

54 00mH            H｀

巴 6
SPl120

1!:::::::!_6

SPll17
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり

I｀

4
5410m」 54 00mK    SP1217   SP1210    K

SP1217
①黒褐色シルト(10YR3/1)しまりあり
②暗褐色シルト(10YR3/41し まりあり

SP1210
③黒褐色シルト(10YR3/1)
④黒褐色シルト(10YR3/1)し まり弱

SP1218

SP1218
①黒褐色シルト(10YR3/2)
しまり弱 4層ブロック状に5%含む
SP1211
②黒褐色シルト(10YR3/1)
しまりあり4層プロック状に5%含む

黒色ブロック状に5肝褐色プロック状に10%含む

o                   2m

図38 第2遺構画 SB03土 層図 (S=1:50)

4

④

SPl123

54 00mN    SP1222 SP1223    N｀

塾 ④
① イ́4

SP1222
④黒褐色シルト(10YR2/2)4層プロック状に10%含む
⑤灰暗褐色シルト(10YR4/2)黄褐色粒20%含む
SP1223
①黒褐色シルト(10YR3/1)
褐灰色ブロック状に30%+lcm程度の炭化物微量含む
②黒褐色シルト(10YR2/2)
⑤黒褐色シルト(10YR2/1)5層よりやや淡い
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第 3章 調査の方法と成果
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図39 第2遺構面 SB03(S=1160)
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5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

掘立柱建物 (SB04) 〔図40・ 41・ 42 図版12〕

位   置  調査区中央東側、建物遺構が密集する位置にあり、なかでも竪穴建物が複数

切り合う場所にある。調査区中央にある洪水堆積層 4層が堆積 しない地点にあるため、5層上

面で確認されたが、古代遺物包含層 2層 もしくは上位層からの掘り込みと考えられる。

重 複 関 係  竪穴建物S1491・ 492・ 493・ 494・ 495に跨って存在するため、それら遺構と

重複関係にある。柱穴覆上が竪穴建物の覆土と近似し見分けが困難であり、竪穴建物調査中に

SB04の柱筋を認識 した。S1492・ 493・ 495の覆土を切り込むことから、新旧関係はS1495>S14

98>S1492>SB04と なる。

規模と構造  平面は矩形 (長方形)を呈する。建物規模は桁行 4間の総長9.0～ 92m、 梁

行1間の総長4.4mであり、平面積40.5rを測る。南北方向に長軸をもつ側柱建物 (身舎建物) 側 柱 建 物

である。妻側から内に約半間の位置に2基の遺構 (SP293・ 313)を検出、柱掘り方の規模と他

に付随する遺構がSB04以外に考え難いことから、掘立柱建物を構成する遺構と判断した。SB

01と同様、上屋構造 (棟木)を支える棟持柱と考えられる。半間のズレが腑に落ちないが、棟 発茶沢(1)遺跡

持柱であれば梁から外れた位置にあっても問題ない。

竪穴建物との共存の可能性について触れておきたい。SB04の 平面は、S1492全体およびS149

5大部分の範囲を包括する。S1495西辺がSB04の西平側柱筋から若千外にあるので、関係性を

認め難い。S1492は 1棟全てSB04平面内にあるだけでなく、東西辺が桁行に平行 し、西平側は

共有する。S14921こ上屋構造を支える柱掘り方がない。SP432(306)。 SP367は S1492覆土を

切って造成されるが、重複面積はわずかである。以上のことから、S1492は竪穴建物ではなく、

SB04内 にある半地下式施設の可能性を考える。桐生直彦は茨城・東京・山梨の諸遺跡を取り

上げ竪穴外柱をもつ竪穴建物の集団関係を検討しているが1)、 竪穴外柱穴に焦点を当てると本

遺構のように柱穴が整然と掘立柱建物を構成しえる位置にあるものはないようである。また、

掘立柱建物十竪穴建物は青森県発茶沢(1)遺跡に類例が求められるが、両者が連接する形をと 杯 B Ⅳ

る。S1492の詳細については別項 (p.69)を参照されたい。平入・妻入の別は、確認できなかっ

た。SP434か らSP426を 結ぶ線の西側で基2層上に古代遺物を含む暗褐色上の広がりを確認 し

た。上がかなり締まっており、SB04に伴う整地層とも考えられる。

柱   穴  柱穴は調査区内で完結 しており、総数12基である (切 り合い関係にあるもの

を除く)。 柱穴は、柱根痕跡残るものがある。SP313は単層覆土の柱根痕跡で、埋±2)がない。

平面形態は、不正円形であり他の掘立柱建物と比較して小規模であるが柱筋の通りが良い。

遺   物  遺構内出土遺物は 1点だけで、SP426出 土の須恵器の有台杯 (杯 BⅣ)であ

る。底部が欠損 している。口径13.6cm、 外傾度64° 、体部が直線的に立ち上がる。焼成時の

被熱により外面が赤変している。帰属時期の詳細は明らかでないが、Vl期 (8世紀第 3四半

期)に相当すると考えられる。

1)桐生直彦 2005「Ⅶ竪穴外柱をもつ竪穴建物の集団関係」『竃をもつ竪穴建物跡の研究』

六一書房

2)柱の周りを埋め固めた上のこと。山中敏史 2003「Ⅲ-1 柱穴」『古代の官衛遺跡 I遺構編』

奈良文化財研究所

0                        10cm

図40 SB04出土遺物実測図 (S=1:3)
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第 3章 調査の方法と成果
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53 80m F    SP293  SP287   F｀  53 80mG

SP293
①黒褐色シルト(25Y3/1)
②黒色シルト(25Y2/1)
③黒色シルト(25Y2/1)
②よりやや粘性が強い
SP287
①褐灰色シルト(10YR4/1)

54 00mE

SP313
①黒褐色シルト(25Y3/1)
SP345
②暗灰黄色シルト(25Y4/2)

54 00m N            N｀

①黒褐色シルト(25Y3/1)

②黄灰色シルト(25Y5/1)
6層 をブロック状に一部含む

54 00mR R 54 00m S

SP431
①暗灰黄色シルト(25Y5/2)
②③よりしまり弱
②黄灰色シルト(25Y4/1)
③にぶい黄色シルト(25Y6/4)
②+6層細かくブロック状に含む

G｀

SP294
①黄灰色シルト(25Y4/1)しまり弱
②黒褐色シルト(25Y3/1)
③黒色シルト(10YR2/1)②との境は漸移的
④黒色シルト(10YR2/1)
6層ブロック状に微量含む

SP367
SP434

5400m壁 O 5400m P

SP412
①暗灰黄色シルト(25Y5/2)
②黒褐色シルト(25Y3/1)
6層ブロック状に少量含む

5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

性 __畔 ____Jm

53 80mH   SP432 SP306    H｀    53 80ml I

SP432
①黒褐色シルト(25Y3/1)
②にぶい黄色シルト(25Y6/4)
②+6層が細かくブロック状に含む

SP306
③黒色シルト(10YR2/1)①よりもやや暗い

54 00m M

6層ブロック状に微量含む 漸移的

P｀

T｀

5400m」    SP345 SP313   J 54 00m K   sP367 SP434   K｀   54 00mL

51:::!::::!ど

ここと!:::!::|

③黒色シルト(10YR2/1)

S｀

SP432
①灰黄色シルト(25Y6/2)しまり弱
②暗灰黄色シルト(25Y5/2)
③黒褐色シルト(25Y3/1)
④にぶい黄色シルト(25Y6/4)
②+6層細かくプロック状に含む

0                            2m

図42 第2遺構面 SB04土 層図 (S=1:40 S=1:60)

SP425
①浅黄色シルト(25Y73)しまりなし
②暗灰黄色シルト(25Y5/2)
①黄灰色シルト(25Y4/1)
②との境は漸移的で下部に至る程暗くなる

5400mL 5400m咀

③にぶい黄色シルト(25Y6/4)
①少量含むしまりなし
④黒褐色シルト(25Y3/1)② と同質同色
⑤黄灰色シルト(25Y4/1)④ より淡い
⑥黒褐色シルト(25Y3/1)や や粘性あり
⑦黄褐シルト色(25Y5/4)6層 +⑥が細かくブロック状に含む
①暗灰黄色シルト(25Y5/2)しまり弱
◎黄灰色シルト(25Y4/1)⑥ との境は漸移的

54 00m Q Q

4闇

SP426
①暗灰黄色シルト(25Y5/2)
②黒褐色シルト(25Y3/1)
③黄灰色シルト(25Y4/1)
6層ブロック状に少量含む

SP434
①暗灰黄色シルト(25Y4/2)
②黒褐色シルト(25Y3/1)
①との境は漸移的
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第 3章 調査の方法と成果

掘立柱建物 (SB05) 〔図43・ 44 図版13〕

位   置  西側調査区中央のピットが集中する範囲にある。

重 複 関 係  重複関係にある遺構はないが、S1550。 S1620と接する。

総 柱 建 物  規模と構造  唯―の総柱建物である。平面は矩形 (長方形)を呈する。建物規模は桁行 3

間の総長6.6m、 梁行 2間の総長3.9mで あり、平面積25,7だを測る。桁行が東西で長さが違 う

が、建物と見なすには支障のない範囲と考えられる。柱穴規模が小さいこと、中世以降に一般

中 世 期 化する総柱建物であること、他の掘立柱建物と平面的規模が異なることを考慮し、帰属時期を

中世に位置付けたい。現地調査時には確認できなかった遺構であり、整理段階で測量図と断面

図を照合したところ、掘立柱建物と認識するに至る。

柱   穴  柱穴は総数で12基を数えるが、総 じて規模が小さい。掘り方は直径30cm前

後、検出面からの深さは30～ 50cmである。柱根痕跡はないが、すべて底面の断面形態がV字・

U字でなく、柱穴と認められる。

珠 洲 出 土  遺   物  柱穴からの出土遺物はないが、身舎内にあるSK556か ら珠洲が2点出上 して

いる。甕の体部であるため、時期の特定は難 しいが中世に属すると考えられる。

54 20m E E｀         54 20m F        F｀           5420m G       G｀     54 20mH        H

盟
SP557
①褐灰色シルト(10YR4/1)
しまりあり黄褐色粒微量含む

1)

SP564
①褐灰色シルト(10YR4/1)
しまりよい黄褐色粒少量含む
②黄褐色シルト(10YR5/6)
黒褐色ブロック少量含む

5420m二 54 20mK K｀ 5420m生二SP560 SP572  ビ

SP569
①褐灰色シルト(10YR4/1)
6層ブロック微量含む

5420mM  SP573  SP574  M 54 20mN   SP579  SP578  N｀

①褐灰色シルト(10YR4/1)
6層ブロック微量含む
②黒褐色シルト(10YR3/1)
6層ブロック微量含む

54 20mO  SP599   SP598   Q

SP559
①褐灰色シルト(10YR4/1)黄褐色粒微量含む
②褐灰色シルト(10YR4/1)黄褐色ブロック多く含む
③黒褐色シルト(10YR2/1)黄褐色粒微量含む

SP578
①褐灰色シルト(10YR4/1)
黄褐色ブロック少量含む

SP579
②褐灰色シルト(10VR4/1)
黒褐色ブロック多く含む

冦躍覇驚色シルト■OYR4か
黒褐色粒少量十黄褐色粒微量含む

SP560
②褐灰色ンルト(10YR4/1)
黒褐色粒少量+黄褐色粒少量含む

P

SP594
①褐灰色シルト(10YR4/1)
黄褐色粒少量含む
②黒褐色シルト(10YR2/1)
6層ブロック少量含む

SP571
①灰黄褐色シルト(10YR5/2)
炭粒少量+橙色粒少量含む
②橙色シルト(5YR6/8)焼土
③黒帽色シルト(10VR3/2)
④褐色シルト(10YR4/6)

5420m壁 O｀ 54 20mP

謗能シル�OYR4加

SK556
①灰黄褐色シルト(10YR5/2)
しまりあり炭化物粒十黄褐色粒多く含む

o                       2m

図43 第2遺構面 SB05土層図 (S=1140)

SP598 SP599
①褐灰色シルト(10YR4/1)
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5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

⑥

ＳＰ５
ＳＰ５６７
⑬

SP562

54 20mD

D_

は SP563鎚

0                       2m

図44 第2遺構面 SB05(S=1:40)
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第 3章 調査の方法と成果

平面正方形

燃 焼 施 設

の 痕 跡

(2)竪穴建物 〔Pit dwelling〕

竪穴建物 (S197) 〔図45。 46 図版14・ 45〕

位   置  調査区中央南側、建物遺構が密集する位置にあり、S1167に近接する。

重 複 関 係  重複関係にある遺構はない。

規模と構造  南北辺2.5m、 東西辺2.5m(復 元値)、 平面積は594だ (復元値)を測る。平

面形態は、四辺がほぼ同規模で正方形に近い。掘り方は底が一部地山礫層7層まで到達するが、

地山シル ト6層 までである。検出面からの深さは平均30cm弱である。古代包含層2層除去後に5

層上面で検出されたが、覆土が2層に近似する状況から2層中からの掘り込みと考えられる。建

物はほば正方位をとる。床面は硬化 していなかった。

柱   穴  柱穴と考えられるピットや周囲に竪穴外柱は検出されなかった。

カ マ ド  明確にカマドを検出することができなかったが、中央床面に焼土が集中し、

周囲が炭化物広がっていた。カマドか地床炉か判然としないが、燃焼施設の痕跡と理解 したい。

遺   物  遺物は極めて少ない。 1は須恵器の無台杯 (杯 A)で ある。外傾度は60° 、

口径は11.9cm、 Ⅲ期に比べ小型化が進行する。2は土師器の短胴釜である。 3は須恵器有台杯

(杯 BV)で ある。4は

土師器短胴釜の底部で作

りは丸底だが、平底状と

なる。外面は箆削り、内

面は横撫でを施す。時期

は、Ⅳ l期 (8世紀第 3

四半期)に帰属する。

♀       1      lqCm

図45 S197出 土遺物実測図 (S=1:3)

5420m壁

3

5420m A
S197

①黒褐色シルト(10YR2/2)炭粒少量含む

②黒褐色シルト(lllYR2/2)炭粒少量十黄帽色ブロック多く含む

③赤褐色シルト(5YR4/6)炭多く含む 焼土面

1灰自色シルト(10YR7/1)一部盛土 耕作土 しまりよい
14灰 自色シルト(10YR7/1)田の畦 ボタ土
25にぶい黄橙色シルト(10YR6/4)回場整備時の盛土 しまりよい
29黄橙色シルト(10YR7/8)鉄分沈着ありしまりよい
31明 黄褐色シルト(10YR7/6)数mm程度のマンガン微量含む 密

o                           2m

図46 第2遺構面 S197(S=1:40)

一-58-―



5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

竪穴建物 (S1166) 〔図47・ 48・ 49 図版15・ 16・ 17・ 44・ 47〕

位   置  調査区中央東側、掘立柱建物3棟 (SB01・ 02・ 03)と S1167に 囲まれる。建

物廃棄後、周辺には素掘小溝が造られるがS1166は影響を受けていない。

重 複 関 係  重複関係にある遺構はない。

規模と構造  南北辺53m、 東西辺57m、 平面積は29.90どを測る。平面形態は、四辺がほ

ぼ同規模で正方形に近い。掘り方は底が地山礫層7層まで到達しており、検出面からの深さは5

0cm弱である。竪穴建物で唯一掘り方が礫層まで到達する。古代包含層2層除去後に5層上面で

検出されたが、覆土が2層に近似する状況から2層中からの掘り込みと考えられる。建物方位は

ほば磁】ヒをとる。

床面のほぼ全域が硬化 していた。北壁と小溝の間に幅70cmの空間が設けられている。部分

的に硬化 しているため、使用されたと思われるが特に出土遺物もなく棚状施設のような痕跡も

ない。人間が横たわる広さはあるので寝床とも推測できるが、根拠が乏しいのでこの空間の機

能的役割は不明と言わざると得ない。

柱   穴  床面でPl・ P2・ P3・ P4の柱掘り方を確認した。柱間約2mの方1間の柱位置

である。Pl・ P2の規模が大きい。この4基は覆土掘削中には認識できなかったが、S1166埋没

後に掘削された可能性がある。床面からさらに掘り下げると礫面で大きく9基の柱掘り方を検

出した (P5。 P6・ P7・ P8・ P9・ P10。 Pll・ P12・ P15)。 平面位置は、9基の柱穴が方 2間の

総柱建物のようである。各柱穴は礫面から50～60cmの深さがあり、底の断面形態は平坦であ

る。加えて各柱穴を結ぶように幅30cm・ 深さ15cmの 小溝が掘られている。竪穴建物にある壁

周溝というより、柱間の壁を設置するための施設のようである。小溝は、P5と P9の間、P13・

P14の間で切れる。深さ15cmの浅い溝なので慎重に検出したが確認できなかったため、掘削さ

れていなかったようである。この空間は、建物の入口を示すものかもしれない。

カ マ ド  明確にカマドを検出することができなかった。覆土中に大型の礫を検出、芯

材を破却した痕跡の可能性がある。中央と南東隅の床面から焼土が部分的に検出された。南東

隅の覆土からは、煮炊具である土師器鍋、長胴釜が出土 している。この焼土と遺物範囲から東

方向の壁にSP277と した溝状の掘り込みがある。以上の状況からSP277を カマドの煙道とし、

焼上の範囲をカマドの焚口および燃焼部と考えたい。

遺   物  遺物は焼土範囲を中心に礫とともに南東隅に集中していた。1は須恵器杯蓋

の小片である。21ま須恵器の横瓶で、S1492出土片と接合した。口縁部は外反し端部を厚くし面

取りを施す。体部外面は格子目叩き、内面に同心円文当て具痕を残す。体部被蓋部の観察から、

閉塞円板貼付技法で製作されたと考えられが片側 。両側の別は不明である。3は土師器鍋で、

内面は撫でによる成形後に螺旋状にハケ調整、最後に頸部に掻き目を残す。外面も同様の調整

を施すが、煮炊による被熱で不明瞭である。 4・ 5と もに長胴釜である。S1166出土遺物は破

片数は多いが、個体数が少ない。供膳具は杯蓋 1、 貯蔵具は横瓶 1、 煮炊具が鍋 1、 長胴釜2であ

る。器種組成が本遺構の性格を示す可能性がある。時期は、Ⅳl～Ⅳ2期 (8世紀第3四半期～第

4四半期)と考えたい。

幅70cmの空間

壁立式住居

鍋

長 胴 釜

瓶
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第 3章 調査の方法と成果
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焼土

硬化面
/

棚 騨錢 :蝉
54 40m B

S1166

①黒褐色シルト(10YR3/2)黄褐色粒+炭粒微量含む
②黒褐色シルト(10YR3/2)黄褐色プロック多く十炭粒微量含む
③黒褐色シルト(10YR2/2)黄褐色粒微量+炭粒少量含む
④黒褐色シルト(10YR3/2)十 にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)細 礫(lcm程度)微量含む
⑤黒褐色シルト(10YR2/2)黄褐色粒微量含む
⑥明黄褐色シルト(10YR7/6)黒褐色粒少量含む
⑦黄灰色シルト(25Y4/1)黄褐色シルト30%程度+焼土微量含む非常に固くしまる
①黒褐色シルト(10YR3/2)6層ブロック状に20et含む
⑨黒褐色シルト(25V3/1)
⑩黒褐色シルト(10YR3/1)径5cn程の礫多く含む
①黄灰色シルト(25Y4/1)明褐色焼土+2cm大の炭化物との互層
⑫黄灰色シルト(25Y5/1)径 5～20cm大の礫含む

SK276
①黒褐色シルト(10YR3/1)黄褐色プロック少量十炭粒微量合む
②明黄褐色シルト(10YR6/6)黒褐色ブロック多く含む

⑩黒褐色シルト(10YR3/2)
径5～ 20cm大の礫含むやや粘性あり
⑭にぶい黄褐色シルト(10YR5/3)径5cn大の礫多く含む

Pll

①黒褐色シルト(10YR3/1)
①黒色シルト(10YR2/1)①よりも暗い

⑩黒色シルト(10YR2/1)6層シルト3%程度含む
⑩黒褐色シルト(10YR3/1)6層シルト30%程度含むしまりなし

P15
⑤黒褐色シルト(10YR3/2)径 5～ 15cm大の礫多く含む
⑩黒色シルト(10VR2/1)径5cm程の礫含む

2m

図47 第2遺構面 Sl1 66(S=1:50)

お
争

Sl1 66SKl
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SK2為3坤

!昂
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芯壁
ヤ
@伝

53 90mD

P7
①黄灰色シルト(25Y4/1)しまりなし

②黒褐色シルト(25Y3/1)しまりなし灰黄褐色シルト(5・ 6層漸移層か?)
20%程度含む

③黒色シルト(25Y2/1)しまりなし

5380m壁 G

P9
①黒褐色シルト(10YR3/2)

5380m生 5380m生

5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

①黄灰色粘質土(25Y4/1)
②黒褐色粘質土(25Y3/1)

P2③黒褐色粘質土(10YR3/2)
④黒色粘質土(10YR2/1)

P3①褐灰色シルト(10YR4/1)
②にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)
①+5層ブロンク状に含む

P5
①黄灰色シルト(25Y4/1)しまりなし径10cm弱の礫含む
②黒褐色シルト(25Y3/1)しまりなし6層20%程度含む
③褐灰色シルト(10YR4/11)し まりなし6層ブロック状に30%程度含む

P8
①黄灰色シルト(25Y4/1)しまりなし
②暗灰黄色シルト(25Y4/2)しまりなし
③暗灰黄色シルト(25Y4/2)しまりなし5+6層ブロック20%程度含む
④黄灰色砂質土層(25Y5/1)しまりなし

5380mと一       ―上
｀

飲
P12
①黒褐色シルト(10YR3/1)
径3cm～5cmの礫少量含む

②暗灰黄色シルト(25Y5/2)

③黒褐色シルト(10YR3/1)

5380m上 」

5380m咀 M｀    5410mN

C｀

⑤黄灰色シルト(25Y4/1)黄掲色シルト(25Y5/3)炭 化物少量焼上部分的に微量含む非常に固くしまると
黒褐色シルト(10YR3/2)6層ブロック状に20%程度含むの互層

D

Ｍ

シノレトく‐ＯＹ
色褐

３
里
い

Ｐ‐
①

P14
①黒褐色シルト(10YR3/1)
6層シルト5%程度含む

Sl166SK3
①黒褐色シルト(10YR3/1)

②暗灰黄色シルト(25Y5/2)
径5cm程の礫多く含む

③黒色シルト(10YR2/1)
径5cm程の礫多く含む

SP277
①褐灰色シルト(10YR5/1)
径2cm程の炭化物含む

②灰黄色(25Y6/2)
4層 30%程度含む

2m

図48 第2遺構面 S1166土 層図 (S=1:40)

鈍ρ576
P4
⑥黒褐色シルト(10YR4/1)径 5～ 20cm大の自然礫含む
④黄灰色シルト(25Y4/1)黄 褐色シルト(25Y5/3)炭 化物少量焼上部分的に微量含む 非常に固くしまる

5410m吐

P6

①黄褐色シルト(25Y5/3)しまりなし

②黄灰色シルト(25Y4/1)しまりなし

③黒掲色シルト(10YR3/1)し まりなし6層ブロック状に30%程度含む
④黒褐色シルト(10YR3/2)し まりなし

5410mL

P16

①黒褐色シルト(10YR3/1)
上部に径5～ 10cmの礫多く合む

鞠 蔀蹴

な港つざγどざピ比°
no∩ ^oハ o6へ `鍮ど、8ユ蝠:爵漠

'罫

跳功喰輩
紗Iず√弦去沙Q下。FoOF点澪稚

`」

dl
椰軽鮒鞘趨
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第 3章 調査の方法と成果

剛W酬‖‖NMル|〃〃

Vけ

0                        10cm

図49 遺構出土遺物実測図(2) 堅穴建物 (S=1:3)
S1166:4・ 5
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

竪穴建物 (S1167) 〔図50・ 51 図版 18・ 45〕

位   置  調査区中央東側、建物遺構が密集する位置にあり、掘立柱建物3棟 (SB01・

02・ 03)と S197・ 166に囲まれる。

重 複 関 係  重複関係にある遺構はないが、平成14年試掘 トレンチにより南半が掘削され

た。試掘段階では竪穴建物を認識することができなかった。

規模と構造  東西辺35m、 南北辺は試掘 トレンチにより規模推定できない。長軸は正方

位をとる。カマド、柱穴、貼り床などの諸施設は検出されなかった。掘り方が検出面から10～

30cm程度と浅い。本来は深度が相当程度あったと思われ、諸施設は遺物包含層掘削段階で破

壊 してしまった可能性もある。本遺跡内の竪穴建物の中では、規模の小さい部類に入る。遺物 小 規 模

は床面から検出しており、時期特定の資料となり得る。                  竪 穴 建 物

柱   穴  柱穴と考えられるピットや周囲に竪穴外柱は検出されなかった。

カ マ ド  カマドおよび焼土範囲を検出しなかった。

遺   物  遺構中央床面から須恵器杯蓋が1点出土 している。内面

を上に向けた状態で出上 した。外面全体に厚く降灰している。天丼部に回

転箆削りを施し、扁平なつまみを付ける。日縁端部はやや外反するように

接地し、内面に自然釉が付着する。時期は、Ⅳl～Ⅳ2期 (8世紀第3四半期

～第4四半期)と考えたい。
0                       10cm

図50 S1167出土遺物実測図 (S=1:3)

▲

SH 67

①黒褐色シルト(10YR3/2)褐色土粒状微量含む
②にぶい黄褐色シルト(10YR5/4)褐色十黒色ブロック多く含む

0                       2m

図51 第2遺構面 S1167(S=1:40)
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第 3章 調査の方法と成果

竪穴建物 (Si395) 〔図52・ 53 図版18・ 45〕

位   置  調査区中央東側、建物遺構が密集する位置の北側にある。

重 複 関 係  埋没後、素掘小溝SD398、 土坑SK424に切られる。

規模と構造  東西辺3.9m、 北半が調査区外にあり、南北規模が推定できない。残存の平

諸施設なし 面積は9,70∬を測る。カマド、柱穴、貼り床などの諸施設は検出されなかった。覆土は検出面

から15～ 20cm堆積し、調査区断面観察では2層中の掘り方が認識できない。

柱 穴 な し  柱   穴  柱穴と考えられる構造や周囲に竪穴外柱は検出されなかった。SP4231よ 掘り

方、規模ともに柱穴の可能性がある。位置的にも4本柱の南東柱に該当する位置にある。

無 絲 蓋

峠 る畝 良排 呼 弱 瀞 ⊂壬≡≡≡讐三≧≧望≧≧≧些.1
0                       10cm

天丼部も肉厚であり、時期はⅣl期 (8世紀第3四半期)と

考えたい。 図52 S1395出 土遺物実測図 (S=1:3)

5400m生

①黒褐色シルト(10YR3/1)しまりあり
黄褐色十黒色粒状に1～勁含む

③暗褐色シルト(10YR3/3)し まりあり黄褐色プロック状に1饂含む

④にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)ややしまり弱 黒褐色プロック状に1銚■炭粒微量含む

29黄橙色シルト(10YR73)鉄分沈着ありしまりよい
31明黄褐色シルト(10YR7/0数 mm程度のマンガン微量含む 密
54黒褐色シルト(10YR2/3)灰 自色+明黄褐色のlcm未満のブロック5%程度含む
層の上部には鉄分沈着がみられる微量の炭化物を含む

o                         2m

図53 第2遺構面 S1395(S=1:40)

Д

輛　　　　　　ＳＰ４２３

調査範囲外

①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり褐色プロック状に20～ 3鶴含む
②黒褐色シルト(10YR3/2)し まりあり褐色ブロック状に40～ 5銚含む
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調査区東側の中央周辺で掘立柱建物と竪穴建物が密集して検出された。竪穴建物5棟、掘立 建物密集域

柱建物 1棟、土坑 2基で構成.さ れる。竪穴建物 3棟 (S1492・ 493・ 495)は切り合い関係にあ

り、S1492を包括する範囲にSB04が建設される.。 S1492と SB04の新旧・併存関係は把握できて

いない。本遺跡内で建物の密集度が高く、特異な在り方である。大溝SD09か らもっとも近い

建物で1.5～ 20mの距離である。出土遺物の時期差は小さく、 8世紀後半から9世紀前半に収ま

る。カマド焼上の古地磁気測定を実施したが、竪穴建物間には年代の隔たりがほとんどない 古蠍 気測定

(p.219)。 本遺跡の集落としての要素を考慮すると、注視すべき遺構群である。

5 第2遺構面 (奈良。平安期)

〔図54 図版19 巻頭カラー3〕竪穴建物群 (S1491・ 492,499,494。 495)

10m東にSb00

白酬 土 □

慎化面 ―′

焼土 閥

▼

15m西に
S1166・ S801

0                       5m

圏54 第2遺構面 S149,492・ 493“ 94■95平面図 (S=1'100)

り
ぴ

2

③
隋  SP304



第 3章 調査の方法と成果

竪穴建物 (S1491) 〔図55・ 56 図版20・ 21・ 42・ 43・ 45〕

位   置  東側調査区東側、竪穴建物・掘立柱建物が複数切り合う場所にある。

重 複 関 係  他の竪穴建物と切り合い関係にはないが、埋没後、素掘小溝が数条掘削され

る。南西隅がSP294に 切られるような図表現となっているが判断が難 しく、掘立柱建物SB04

との重複関係は確認できなかった。

規模と構造  南北軸4.Om、 東西軸3.6m、 平面積は14.60ポを測る。平面形態は、南北が長

い長方形を呈する。カマドが 1基、南東隅に付設される。掘り方は地山シルト層 6層まで到達

しており、検出面からの深さは30～40cm程度である。古代包含層2層除去後に5層上面で検出

されたが、覆土が2層に近似する状況から2層中からの掘り込みと考えられる。建物方位はほぼ

磁引ヒをとる。

貼り床が施され、床面の中央部分が硬化 していた。P2か らP5ま での部分が硬化 しており、

範囲は比較的狭い。カマドに近い部分は煮炊のため、頻繁に人が立ち入りそうだが、硬化して

いない。貼り床造成土に遺物は含まない。

地山の凹凸  貼り床を除去すると地山の凹凸を検出した。東壁沿いに幅70cmの溝状の窪み (SX7)があ

る。貼り床の前段階なので排水溝としての機能

ではなく、建物造成当初の掘削痕と考えられる。

東壁側だけ存在するので、建物の一辺を決めて

深く掘り、周囲との深度を見ながらやや浅めに

掘削し、のちに貼り床で水平化する造成法を推

測できる。SX7は竪穴建物の造成方法を知る手

がかりとなる可能性がある。建物の入回は特定

できなかった。

柱   穴  柱穴と思われるピットは、北 貼り床下の凸凹状況

柱 配 置

壁付近のPl・ P2で ある。柱掘り方の底断面がV字・ U字であり、打ち込み柱のような形状で

ある。柱穴としたのは、ある程度の深度・規模をもつこと、底が外方向に掘削され柱を据えた

場合に求心構造となるからである。

ただし、南半に対応する柱穴がないので全体的な柱配置の復元は難 しい。試掘 トレンチで遺

構覆土および床面を掘削したため、柱穴を削平 した可能性もある。P4・ P5は規模・掘り方と

もほぼ同規模であり、いずれも底面が壁面方向に快りこむように掘られる。新旧の判別は不明

である。P4・ P5が Pl・ P2と 同規模の柱穴であれば求心構造となる柱配置と推定可能だが、掘

削深度が浅く規模も小さいため、柱穴と認定できず入口施設に付属する可能性がある。上部構

造の推定は困難である。

また、掘立柱建物SB04と 連接する可能性も指摘しておきたい。モヽわゆる「掘立十竪穴Jの

構造である。SB04と の切り合い関係が判然としないので、関係性について深 く言及すること

はできないが、「掘立 +竪穴」構造であれば、柱配置がPl・ P2だ けで構成される理由も理解で

きる 1)。

掘立 +竪 穴

1)上野幸夫氏のご教示による。
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

▼
り
ヽ
０
０
ヨ
回
―
―

|ロ 54 00m A

P6 SX7 SX8
は床下 か ら検 出

5400mC

53 80m F

Pl

①黒色シルト(25Y2/1)
6層十黄灰色シルト少量含む
②黄灰色シルト(25Y4/1)① +6層少量含む
③6層十①+②の互層

S1491かまど
①黒褐色シルト(10YR3/1)②微量含む
②橙色粘質土(5YR6/6)焼土層
①灰自色粘質土(5YR7/2)裾石の貼り粘土

P4
①黒褐色シルト(10YR3/1)
6層少量含む

焼土 ‥

A｀

D｀

59 80mI            I｀

「
il卜
lξl`【

''そ

il'5

P5
①黒褐色シルト(25Y3/1)
②明黄褐色シルト(25Y7/6)
黄灰色シルト少量含む
6層ベースに覆上が少量含む

S1491
①黒褐色シルト(10YR3/1)
②褐灰色シルト(10YR4/1)貼り床非常に固くしまる

明黄褐色少量含む
③黒褐色シルト(10YR3/1)黄褐色シルト少量含む
④橙色シルト(5YR6/6)被熱による変色硬化はなし

P-6
⑩黒帽色シルト(10YR3/1)6層少量含む

53 80mG           G

P2
①黒色シルト(25Y2/1)
6層十黄灰色シルト少量含む
②6層+①の互層

0                        2m

図55 第2遺構面 S1491(S=1:40)

C｀ 5400mL

④灰黄褐色シルト(10YR5/2)焼土少量含む
⑤褐灰色シルト(10YR5/1)6層+炭化物+焼土微量含む
⑥黒褐色シルト(10YR3/1)6層少量含む

53 80mH H

⑤黒褐色シルト(10YR3/1)①より黄褐色シルト多く含む
⑥黒褐色シルト(10YR3/1)②と同一レベルにあるが②程のしまりなし
⑦褐灰色シルト(10YR4/1)貼り床を切り込むPIT?
③明黄褐色シルト(25Y7/6)黄 灰色シルト少量含む

SX-07
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりなし6層少量含む
⑫黒色シルト(10YR2/1)黄褐色シルト50%程度含む

④_E｀ 5400m堕
④
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第 3章 調査の方法と成果

カマド構築材

炭 化 米

重ね焼きB2類

杯

杯  B

S1492と 接合

Ａ

　

＝

カ マ ド  南東隅でカマドを検出した。遺存状態は比較的良好である。東壁に平行 して

両袖石があり、煙出しが壁面から南方向に延びる。そもそも煙出しの深度が浅いのか、検出時

に破壊してしまったのか不明だが、煙出しは壁外20cmで閉塞する。

焼土および炭化物は、カマドの焚口から煙出しにかけて集中していた。

袖石は比較的元位置を留めているようであったが、西側の袖石は破砕されていた。東側の 2

石は被熱のため、赤変している。東袖石と東壁の間、西袖石の周辺にカマド構築材と思われる

白色粘土が残っていた。粘土残留箇所が袖石周辺に限られるため、石を固定する目的で粘土を

貼り付けたと考えられる。焚口や燃焼部に焼土、炭化物が集積 しており、煮炊具の長胴釜片が

散乱していた。状況から判断すると、カマ ド廃棄時に破却行為を行った可能性が考えられる。

カマ ド覆土、床上、覆土から炭化米が出土 している (第 4章 1,p213)。 カマド6粒、床上

7粒、覆± 8粒を検出した。炭化米出土の竪穴建物は、他にS1492、 S1498、 S1494が ある。

遺   物  遺物はカマ ド内部および周辺を中心に出土した。カマドには長胴釜の破片が

多 く出上 したが、図化し得る個体は少なかった。 11ま須恵器杯蓋でつまみは欠損 している。日

縁端部外面に沈線が入る。天丼部までの器高は高 く山笠状となる。体部外面、天丼部に近いと

ころに粘土の剥離痕がある。重ね焼き時に付いたもので、径から推定すると蓋を正位に連続 し

て重ねるC類 1で はなく、下から正位の身 。逆位の蓋・正位の身・逆位の蓋の順に重ねるBl

類、もしくは下から正位の身・逆位の蓋・正位の蓋・逆位の身の順に重ねるB2類 と考えられ

る1)① 2は須恵器の無台杯 (杯 A)で、体部は開き気味で外傾度は50度を測る。口径は12cmで

Ⅳ期の法量と変わらないが、器厚の均質化や薄化が認められる。 3は大型の有台杯 (杯 BⅡ )

であるが口径が15cmと 小型化する。数少ないカマ ド以外の出土遺物で、北西隅の検出面に近

い壁面から出土した。床面直上ではなく、覆土①層からの出土である。体部に焼き膨れや歪み

がみられる。高台は低く内面接地となる。Ⅳ期の大型有台杯と比べ、口径に対 し底径が珂ヽさい。

6は土師器の長胴釜で、口縁部から体部上半が残存する。日縁部は横撫でで仕上げ、端部を上

方につまみ上げる。体部外面は強い掻き目が残る。須恵器横瓶片がS1166出土遺物 (図49,2)

と接合している。

時期は、Ⅳ期 (8世紀後半)ん 多ゞ少あるものの、無台杯、有台杯の特徴から、概ねV2期 (9

世紀第 2四半期)に帰属すると考えられる。

1)春 日真実1989「3 窯詰めの方法J『越中上末窯』 (富山大学考古学研究報告第3冊)富山大学人文学部考古学研究室

0                        10cm

図56 S1491出 土遺物実測図 (S=1:3)
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竪穴建物 (Si492・ 495)

位   置  調査区東側、竪穴建物・掘立柱建物が複数切り合う場所にある。S1491～ 495

は、調査区東側で 5棟が密集する竪穴建物群を構成する。建物の東西幅を同じくして南からSI

494→S1492→ S1491の順で整然と並ぶ。

重 複 関 係  覆上が近似し見分けが困難であったため、竪穴建物調査中にSB04の柱筋を

認識 した。SB04は、S1492・ 493・ 495の覆土を切り込むことから、切り合いによる新旧関係は

S1495<S1493<S1492<8B04と なる。埋没後、東西方向の素掘小溝が 6条掘削される。

規模と構造   〔S1492〕 本遺構は、①平面が掘立柱建物SB04に包括される、②明確

なカマドを検出できなかったものの焼土が広範囲に検出された、③鉄製品が出土、④土錘がま

とまって出上、という点で他の竪穴建物と様相が異なる。決して例外的な竪穴建物ではないと

思われるが、本遺跡内では特異な存在である。

南北辺4.9m、 東西辺40m、 平面積は18.87だを測る。平面形態は、南北に長軸をもつ長方形

を呈するが、東辺がやや長い。掘り方は地山シル ト層 6層まで到達しており、検出面からの深

さは35～45cm程度である。古代包含層2層除去後に5層上面で検出されたが、覆上が2層 に近似

する状況から2層中からの掘り込みと考えられる。建物の主車由は方位はほば磁北をとる。貼り

床が施され、床面の中央から東半分が硬化 していた。焼土を囲むように硬化する状況から、西

半と圧力のかかり方が異なる方法で使用されたと考えられる。貼り床を除去するとS1491と 同

様に地山面が凹凸しており、貼り床造成前の掘削状況を把握することができる。詳しく観察す

ると、鋤・鍬状耕具による鋤き込み単位の見分けがつきそうな状況である。S1494の ように平

坦な部分と凹凸の激しい部分といった明確な差はなく、全体に凹凸があるという印象である。

地山面はS1493・ 495と 同じく全面にわたって酸化鉄が集積・膠着していたが、形成要因は不明

である。本遺跡においてS1492～ 495の 範囲のみ検出されたので、水田耕土下に特有の酸化鉄沈

殿集積 1と は一概に処理できない。建物の使用に伴うものか、建物遺棄後の堆積作用によるも

のか半1然 としない。

本遺構は柱穴が伴わないことと上記①の理由から、SB04と 同一の建物である可能性を指摘

しておきたい。「掘立十竪穴」というより、中世集落の掘立柱建物内にある竪穴状遺構に近い

想定である。 しかし青森県発茶沢 (1)遺跡例のように竪穴建物と掘立柱建物が連接するは知

られるが、掘立柱建物の中に竪穴建物を包括する構造の報告例は管見の限りみられない。否定

的な要素としては、掘立住建物の内部に大量の焼土を産出するような燃焼施設を構築するのは

考え難いことである。煙出しが東辺にあるとすれば、柱間に設置されることになる。

建物の入回は特定できなかったが、入口を想起させる層位を西壁外の 5層上面で確認した。

数m幅の薄い層位で古代遺物を含み、硬く締まりがあって整地層のような感触を受けた。入口

の劣化を防ぐために固めたものか、出入りによって締め固められた可能性もある。カマドと考

えられる焼土範囲の反対側に位置するので、入日の場所としても妥当である。

〔S1495〕 S1492に切られ、全体像は明らかではない。東西4.5m、 南北4.5m(復 元値)、

平面積18605ピ (復元値)である。平面形態は、正方形に近い。

1)春 日真実1989「3 窯詰めの方法」『越中止末窯』(富山大学考古学研究報告第3冊)富山大学人文学部考古学研究室

5 第2遺構面 (奈良。平安期)

〔図57・ 58・ 59・ 60 図版22・ 23・ 42・ 46・ 48・ 75〕

特異な建物

貼 り床下の

凹 凸 状 況

掘立 +竪 穴
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第B章 調査の方法生成果

絲

]

F

（鵬
〕
①

血
皿
Ψ
①
必

〔
悧
Ｍ
①
”

焼上 題目□目隠
瞑化画

国57 第2遺構面 S1492・ 4956=114の

-70-



5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

柱   穴   〔S1492〕 南東隅周辺でピットが集中的に検出されたが、柱穴に相当す

るピットは、検出されなかった。〔S1495〕 柱穴なし。

カ マ ド  〔S1492〕 明確なカマド跡は検出できなかったが、床面東半に焼土の広

がりが認められた。焼土は広範囲にわたる。P8か らカマ ドの袖石と思われる長細い礫が立っ

たままの状態で検出された。礫は元位置を保っている可能性が高く、焼土範囲との位置関係か

らカマ ドの袖石と考えられる。ただしP8礫に対応するもう片方の袖石は検出されなかった。

焼土が広範囲にあるので、廃棄に際して破却 した可能性がある。カマ ドがあるとすれば、P8 多量の焼土

礫の平面的長軸の向きから、東方向もしくは南東方向に煙出しがあったものと推測できる。た

だし焼土の範囲 。量が他の竪穴建物と比較 して著しく多いことから、単なる日常的な煮炊を目

的とした燃焼施設ではなく特定の目的をもって作られた施設の可能性もある。

他の竪穴建物 (S1491、 S1498、 S1494)か らは炭化米が出土 しており、本遺構でも床上から 炭 化 米

1粒検出したが焼土からの出土はなかった。〔S1495〕 カマドは検出できなかった。

S1402
①暗褐色シルト(10YR3/3)
②黒褐色シルト(10YR3/2)明 黄褐色シルト粒少量+炭化物+焼土含む
③黄褐色シルト(10YR3/2)固 くしまる
④黒褐色シルト(10YR3/1)明 黄褐色シルト粒少量+炭化物+焼土含む
⑤明赤褐色土層(5YR5/6)焼土炭化物を主体とする
〇にぶい黄色シルト(25Y6/3)

⑥黒褐色シルト(25Y3/1)や やしまる
◎黄灰色シルト(25Y4/1)S1492や S804のベースとなる層
⑩にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)④よりしまりなし焼土微量に含む
①にぶい黄色シルト(25Y6/3)6層 含む
⑫黄灰色シルト(25Y4/1)焼 土十炭化物微量に含む
⑩にぶい黄褐色シルト(10YR5/3)炭化物微量に含む

①にぶい黄褐色シルト(10YR5/3)炭化物微量含む
②黄褐色シルト(10YR3/2)固 くしまる
③黒褐色シルト(25Y3/1)
④褐灰色シルト(10YR4/1)5層と近似色調と土質

53 90m D       
②

Pl

①褐灰色シルト(10YR4/1)焼土十炭化物少量含む
②橙色シルト(5YR6/6)やや粘性あり①少量含む焼土層
③黒褐色シルト(10VR3/1)焼土+6層少量含む

53 80mG
5M5

P5
①褐灰色シルト(10YR4/1)
焼土+炭化物少量含む

5400m」

蜘 m曲
｀

P4
①黒色シルト(10YR2/1)炭化物微量含む
②褐灰色シルト(10YR5/1)6層 +①少量含む

一躍P7①黄灰色シルト(25Y4/1)
焼土十炭化物少量含む

54 00mK

⑤明赤褐色シルト(5YR5/6)焼上十炭化物少量含む
⑥にぶい褐色シルト(7 5YR5/3)
〇褐灰色シルト(10YR4/1)焼土層の上堆積土
③にぶい赤褐色シルト(5YR5/4)焼土+炭化物少畳含む⑤と同質か?明瞭な層境ではない
◎黒褐色シルト(7 5YR3/1)焼 土十炭化物少量含むしまりなし

図58 第2遺構面 S1492・ 495 土層図 (S=1:40)

的
画
P2
①褐灰色シルト(10YR4/1)6層少量含む

蜘 m智

P6
①黄灰色シルト(2 5YR4/1)焼 土+炭化物少量含む
②褐灰色シルト(10YR4/1)6層十①少量含む

S1492焼土
①にぶい赤褐色シルト(5YR5/4)炭化物+焼土少量含む
②褐灰色シルト(7 5YR4/1)① 少量含む
③橙色粘質土(5YR6/8)焼土層
④褐灰色シルト(5YR4/1)①少量含む
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杯

第 3章 調査の方法と成果

杯蓋 2法量

杯 B2法量

「十」箆記号

短 胴 釜

赤 彩 椀

鉄 製 品

遺   物   〔S1492〕 遺物は他の竪穴建物と比べて多い。焼土および貼り床面を中

心に広範囲に検出した。 1～ 5は須恵器杯蓋であり、 2法量 (Ⅱ・Ⅳ)あ る。つまみの残る 1・

2と も径高指数が20前後で扁平化の傾向が認められる。口縁端部はかえりが小さく丸く収める。

つまみはボタン状を呈し、扁平となる。 2の外面は全面降灰し、端部近 くで強い撫でにより凹

凸の稜ができる。内面は中心部のみ無釉で、有台杯 (杯 BⅣ)と組み合わせの重ね焼きが想定

できる。 3はつまみが欠損 し、口縁端部のかえしが小さい。 4は口縁端部のかえしが大きい。

5は 口径が17clnを超える杯蓋である。 6～ 15は杯類である。 6は無台杯 (杯 A)で、底部 と

体部の境に強い撫でによる段がある。 7は深身の無台杯 (杯 A)で、底部が箆切りによって扁

平となり、体部が直線的に立ち上がる。 8は杯体部破片である。有台杯 (杯 B)は法量が 2種

(Ⅱ・Ⅳ)あ る。ttB Ⅱは口径が1lcm代であり、法量が杯 BVに近い。 9は体部下半に強い稜

ができ、体部がやや外反するように立ち上がる。 10は P2出土で、外面下半に「十」字の箆記

号がある。高台を上に向け、十の書き順通りに箆状工具で書かれる。11は杯体部破片で外面に

自然釉がかかる。12は有台杯である。13は杯身の浅い個体である。14は器壁が薄く、口縁部に

向かって広く。 15は底径が10cmを超える大型の有台杯 (杯 BⅡ )である。 16～ 24は煮炊具の

上師器釜で、16～ 20は長胴釜、21～24は短胴釜である。16は 口縁端部を上方につまみ上げ、体

部外面に掻き目を施す。煮炊による煤が内外面とも頸部下約2cmに付着する。17は摩耗激 しく

調整不明瞭。18は焼成良好で、回縁端部に返 しがつく。19は 口縁端部を上方に厚くつまみ上げ

る。20は、日縁端部をわずかに返して収める。21は短胴釜で、被熱のため外面の劣化が激 しい。

内外面とも煤が付着 し、日縁部内面にコゲが残る。口縁端部を返す。22は摩耗激しく調整不明

瞭。23は体部片で、内面を横撫で、外面は箆肖1り を施す。24は土師器椀で、内外面とも赤彩さ

れる。底部は回転糸切り痕をわずかに残す。25は鍋である。口縁端部を上方につまみ上げ、端

部を返す。26～31は土錘である。計 6点すべて土師質であり、表面に指頭圧痕がよく残る。4

～5cmの ものと6cmを超える肉厚のもの 2種があり、重さ、孔径にも差がある。32は筒状鉄製

品の中に棒状鉄製品が入り込む。用途不明。筒部分は厚さ約 2mmの鉄板を楕円筒に加工。33

は、鉄製刀子。両関で直角、茎部には木柄の木質が遺存。34は鉄製刀子で切先を欠く。片関で

直角、関部に幅約0 4cmの 金具を装着。茎部には木柄の木質が遺存。

遺物の年代は、総体的にⅣ 2期 (8世紀第 4四半期)に帰属すると考えられる。

〔S1495〕 1は土師器の鍋である。残りの良い個体で、内面は螺旋状の刷毛目調整、外面

は刷毛目調整後、底部は箆削り、上半から口縁部に掻き目を施す。 2は須恵器杯蓋で、つまみ

が欠損する。概ねⅣ期 (8世紀後半)に帰属すると考えられる。

|

図59 S1495出 土遺物実測図 (S=1:3)
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長
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(S1492〉

5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

0                        1{

図60 遺構出土遺物実測図(3) 竪穴建物 (S=1:3)
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第 3章 調査の方法と成果

竪穴建物 (Si493) 〔図61・ 62 図版24・ 25・ 42・ 43・ 47〕

位   置  調査区東側、竪穴建物・掘立柱建物が複数切り合う場所にある。

重 複 関 係  埋没後、S1495、 S1492が造成される。 3棟の竪穴建物の機能廃止後に素掘小

溝が数条掘削される。はじめに南北方向の溝が掘られ、次いで東西方向の溝が掘られる。

規模と構造  南北辺6.7m、 東西辺はS1492・ 495に 切られるが推定復元すると5.8m、 平面

積は約28,97だを測る。全体像が明らかでないが推定復元の平面積は、竪穴建物内でもっとも

規模が大きい。平面形態は、南北が長方形を呈する。掘り方は地山シルト層 6層まで到達して

おり、検出面からの深さは15～ 35cm程度である。古代包含層2層除去後に5層上面で検出され

たが、覆土内遺物と包含層遺物が接合することや覆土が2層に近似する状況から2層中からの掘

り込みと考えられる。建物方位はほば磁北をとる。

貼り床は確認できなかった。検出層位が低く、床面を掘削・検出により破壊 してしまった可

能性もある。床面を確認できなかったため、遺物は少ない。覆土を除去すると地山面が凹凸し

ており、造成時の掘考1状況を把握することができる。地山面はS1493・ 495と 同じく全面にわたっ

て酸化鉄が集積 し膠着していたが、形成要因は不明である。調査区内で酸化鉄集積層が確認さ

れたのはS1492～ 495の 範囲のみであるため、水田耕土下に特有の酸化鉄沈殿集積1)と は一概に

は把握できない。東壁に沿って幅70～ 80cmの酸化鉄のない部分もあるが、南北壁は酸化鉄範

炭 化 米 囲と重なる。覆土から炭化米が 1粒出上している。

柱   穴  柱穴と思われるピットは検出していないが、中央北側にSK497が ある。長軸

1.65mの 上坑で、形状は布掘り状柱穴に似るが柱穴と判断する要素はない。柱建ち構造か否か

は不明である。

カ マ ド  カマドや焼土は、検出されなかった。

土   坑  本遺構の南にSK489、 東にSK490(図 84)の 2基の土坑が接する。両土坑と

の併存関係は切り合いや出土遺物年代からも把握できない。SK489は平面が長方形の土坑で、

長軸が南壁に平行する。SK4901よ平面が正方形に近い形状である。両方ともⅣ期 (8世紀後半)

頃の無台杯が出土 している。特にSK4901よ覆上の色調が他の上層遺構と異なっていたので、直

便所の可能性 感的に竪穴建物に付設する便所の可能性を考え、覆土の自然科学分析を行ったが、遺構性格を

特定する手がかりは得られなかった (p.203)。 両土坑とも平面的位置から、S1498と 何 らかの

関係を示す可能性があると考えられる。

遺   物  遺物は、地山面に近い層位から須恵器を検出した。包含層出土遺物と接合し

た資料もある。 1～ 3は、すべて須恵器の杯蓋である。 1は擬宝珠

形つまみが付き、口縁端部はわずかに垂下する程度である。外面は

回転撫でによって 3段の稜ができる。径高指数は240である。 2は、

器壁が薄く、日縁端部がやや隆起 し、丸く収める。外面全体に降灰

し、粘土の剥離痕がある。重ね焼きで上位にあった杯蓋の回縁部が

融着 した痕であろう。 3は天丼部が肉厚の個体で、日縁端部を大き

く丸く収める。時期はⅣ期 (8世紀後半)に相当すると考えられる。

1)犬伏和之 。安西徹郎 2001「 16水田土壌」『土壌学概論』朝倉書店
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

(1ヌ 2

D｀

①褐灰色シルト(10YR4/1)6層微量に含む
②褐灰色シルト(10YR4/1)6層微量に含む
③褐灰色シルト(10YR4/1)と 6層の互層

υ
悦

）
④

Ｏ
ＳＰ４３

〇 苫7

Ｏ

ＳＰ４３‐
Ｑ

ＳＰ４２５

酸化鉄硬化の範囲

A｀

S1495

①
②

①黒色シルト(10YR2/1)し まりややあり
②にぶい黄色シルト(25Y6/3)
③黒褐色シルト(25Y3/1)や やしまる

④にぶい橙色シルト(5YR6/4)被熱により変色かまどの一部か?
⑤黒褐色シルト(25Y3/1)ややしまる
⑥黒色シルト(10YR2/1)灰白色シルトブロック状に含む

図62 第2遺構面 S1493(S=1:50)
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第 3章 調査の方法と成果

竪穴建物 (S1494) 〔図63・ 64 図版26・ 27・ 28・ 42・ 43・ 44・ 47・ 48〕

位   置  調査区東側、竪穴建物・掘立柱建物が複数切り合う場所にある。

重 複 関 係  埋没後、東西方向の素掘小溝が数条掘削される。

規模と構造  南北辺39m、 東西辺は3.8m、 平面積は約15.458ぽ を測る。平面形態は、ほ

ぼ正方形に近い形状である。掘り方は地山シルト層 6層まで到達しており、検出面からの深さ

は30～45cm程度である。古代包含層2層除去後に5層上面で検出されたが、覆土内遺物と包含

層遺物が接合することや覆上が2層に近似する状況から2層中からの掘り込みと考えられる。建

物方位はほぼ磁北をとる。

貼り床は②層下面で確認でき、床面中央部が硬化していた。硬化範囲は広く、床面の大半を

占める。床に対する圧力が少なかったためか、南西、南東、北東、北西の各隅が三角形状に非

硬化であった。特に南西隅は須恵器杯 2点が床に据え置かれた状態で出土しており、硬化範囲

との空間使用の差異があるのかも知れない。

地山の凹凸  貼り床を除去すると地山の凹凸を検出した。中央部分が高く平坦で、周囲は壁からlm程度

の幅で10～ 15cm深 く掘削し鋤き込み痕が激しい。写真 (図版28)で見るとよくわかるが、明

らかに意識して掘り分けていたと認められる。竪穴建物の中でもっとも特徴的な掘り方を示し

ている。建物造成方法を考える上で示唆的な資料である。

建物の入回は特定できなかった。

柱   穴  柱穴と思われるビットは、床面中央のP2・ P4で ある。②層下面の床面で検

出され、貼り床造成後に柱穴が掘削されている。柱規模は小さいが、柱掘り方は柱を据え置く

に充分な形状をしており、柱建ち構造は2本柱と考えられる。

カ マ ド  カマドは竪穴建物の中でもっとも良好な状態で検出した。北東隅で袖石が 2

煙 出 し 基良好に残存しており、煙出しは北壁から北に約90cm延びる。袖石は直立した状態で検出さ

れ、元位置を保っていると考えられる。袖石と壁の間に袖構築材の白色粘土がある。袖石は周

囲より低く掘り窪められた位置に設置される。焼土はカマド全体に広がっていた。特記すべき

短顕壺底部 は両袖石の中間位置に、短頸壷 (図64,18)の 底部が残っていたことである。底部は体部が打

ち欠かれ、内面を上にした状態で焼土 。炭化物層の上面で検出された。煮炊具でない須恵器が

廃 棄行 為 人為的に打ち欠いた形状で袖石間中央に置かれた状況から、カマド廃棄の何らかの行為を推測

させる。S1491と 同様にカマドから炭化米が出土している (第 4章 1,p193)。

遺   物  遺物はカマド内部および周辺を中心に出土した。南西隅床面の 3～ 5cm上

に須恵器杯 (4・ 16)が据え置かれたように出土した。垂木の棚から転落遺棄した可能性があ

る。 1～ 3は須恵器杯蓋である。 1は 回縁端部を内側に折り返し丸く収める。中心部を除く内

面に降灰しており、内面を上に向け焼成している。 2は天丼部外面に箆記号がある。 3は宝珠

形つまみが付き、日縁端部はわずかに垂下し、外面に面を造り出す。径高指数は27.7を測り、

やや山笠形となる。 4～ 17は杯である。 4～ 6、 8・ 9は無台杯 (杯A)で あり、体部が開き

気味で立ち上がる傾向にある。外傾度は 4・ 8が 55° 、 5が 60° である。ほぼすべて使用のた

めか器面が滑らかであり、 5・ 6で顕著である。10～ 12は杯体部破片であり、高台の有無は不

明。13は大型の有台杯体部 (杯 BⅡ )と思われる。器壁が非常に薄く、口縁端部が内に向く。
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

硬化面

白色粘上 |    |

焼 土

平

凩
‐‐‐十‐‐
Ｕ
①
２４

S1494                              11
①黒褐色シルト(7 5YR3/2)しまりなし
②黒色シルト(7 5YR2/1)しまりなし
①との層界は新変で明瞭ではない  54 00m A
③黒褐色シルト(10YR3/1)
西側の一部にしか認められない

④橙色シルト(5YR6/6)炭化物微量含む
⑤灰黄色シルト(25Y7/2)
白色シルトやや粘性あり

⑥黒褐色シルト(25Y3/1)
しまりあり6層微量含む

53 70mD 。  D  54 00mB

P2
①黒褐色シルト(10YR2/2)
②黒褐色シルト(10YR2/2)
6層ブロック状に含む

53 70m E E

j12
6

5
5400m G

5400m H

G｀

S1494かまどP3
①黒褐色シルト(10YR2/2)
黄褐色ブロック状に含む
②灰黄褐色シルト(10YR5/2)
6層 ?ブロック状に含む

①にぶい赤褐色シルト(5YR5/3)
炭化物を少量含む焼土
②褐灰色シルト(10YR4/1)
③少量含む
③橙色粘質土(5YR6/6)

」①ヽ解 ,紫:稲鬼)しまりなし
⑤黒褐色シルト(25Y3/1)
しまりあり6層微量含む

⑥褐灰色シルト(10YR4/1)②少量含む
⑦黄灰色シルト(25Y6/1)
かまど構築時の貼り粘土かP4

①褐灰色シルト(10YR5/1)し まりなし
②黒褐色シルト(10YR2/2)6層ブロック状に含む
③明黄褐色シルト(25Y6/6)6層 の二次堆積層

③灰白色シルト(25Y8/2)③ と同一の可能性もあるが③より明るい
③灰褐色シルト(5YR5/2)焼土を少量含む使用時の堆積か?
⑩黒褐色シルト(7 5YR3/1)廃 絶以降の堆積土(覆土?)微量の焼土含む
①黒褐色シルト(10YR3/1)貼り床程のしまりなし③ブロックー部含む

0                        2m

図63 第2遺構面 S1494(S=1:50)

53 70m F
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第 3章 調査の方法と成果

容 量 3.52

狭口長胴壺

14～ 17は有台杯 (杯 BⅣ )で、日径12cm前後である。すべて高台が内端接地となる。 18は短

頸こである。体部を打ち欠いた底部がカマド中央に据えられていた。頸部の括れ度が44、 相対

的深さ186で あり、いわゆる狭□長胴壺に分類される1)。 容量は35ゼ である。外面肩部に 2条

の沈線が施される。19～ 23は煮炊具の上師器釜である。24・ 25は土錘である。無台杯の外傾化

が進行する等新しい要素も散見されるが、遺物年代は総体的にⅣ 2期 (8世紀第 4四半期後半)

と考えられる。未掲載だが、残存長6 4cmを 測る鉄製刀子の刃部片があった。

1)頸部の括れ度=頸部/体部最大径×100。 相対的深さ=器高/体部最大径×100。 算出方法は、下記論文参考。

北野博司 1999「須恵器貯蔵具の器種分類案」ロヒ陸古代土器研究第 8号』北陸古代土器研究会

0                         10cm

図64 S1494出 土遺物実測図 (S三 113)

∩
Ｍ
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〕
①
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

竪穴建物 (Si550) 〔図65・ 66 図版29・ 48〕

位   置  調査区西側、他の建物遺構と離れた場所にある。西側全体は遺構が希薄だが、

S1550は西側中央南の上坑・ ピットが集中する位置にある。

重 複 関 係  重複関係にある遺構はない。

規模と構造  当桝はS197に類する小規模竪穴建物として調査を進めた。竪穴状部分で建物 小規模竪穴

が完結するとみて完掘後、周辺ピット群の検出段階で竪穴を囲むようにピットが配置している 建物

ことを認識 した。本遺跡内において竪穴外柱をもつ竪穴建物が未検出であり、富山県内での検

出例があまりないことから調査員全員の念頭になく、充分な情報を記録することができなかっ

た。不運な事にこの部分は重機による表土掘削時に掘り過ぎてしまい、包含層 。覆土が削平さ

れた場所でもある。今後の調査の課題としたい。

竪穴部分の規模は南北辺2.4m、 東西辺は2.5mであり、平面積は5.74だである。竪穴外柱を 竪 穴 外 柱

含む規模は、南北辺34m、 東西辺3.8m、 平面積が11.93だである。建物方位はほぼ磁北をとる。

竪穴外柱穴を伴う竪穴建物については、桐生直彦の研究を参考にした1)。 S15501ま主柱穴と呼

ぶような柱穴はなく、規模は並列である。内傾する柱穴がないので、「壁立式」に分類される。 壁 立 式

柱配置は、竪穴部分を挟んで対応する辺の柱間が均等であるので「柱間整合タイプ」である。

「竪穴外屋内空間」と呼ばれる「竪穴壁上端と竪穴外柱によって囲まれた竪穴外壁までの間の 竪 穴 外

平坦面」は、30～ 70cm程度と狭く、「竪穴外屋内空間 S類」にあたる。            屋 内 空 間

S1550は平面積が13言であり、本遺跡検出の竪穴建物の平均値に近い。検討する材料も少な

いので憶測の域を出ないが、壁立式であるので壁は竪穴建物の壁と同じ空間的意味を持つ可能

性がある。上屋構造の違いはあるだろうが、建物の占有面積に何らかの意味があるように思わ

れる。遺物の帰属時期は不明であるが、周辺遺構の年代や包含層を考慮し、 8世紀後半から 9

世紀前半の年代を与えたい。

柱   穴  竪穴部分の周囲に10基の柱穴と思われるピットを検出した。先述したように

竪穴部分を完掘した後に周囲を検出したところ、住穴と思しきピットの並びを確認したので、

竪穴部分とピットの併存関係は把握できていないことを断っておく。竪穴部分の周囲に同規模

のピットが規則的に並ぶため、一連の遺構と認定したのである。柱穴はそれぞれ竪穴部分を挟

んで対応する位置にある。SP587-SP642、 SP590-SP644、 SP575-SP645、 SP641-SP646、

SP640-SP647と いう具合である。それぞれの柱穴は非常に対ヽさく、径20～ 40cm程度である。

遺構深度が検出面からかなり浅いが、過掘削のためである。                 Pl焼 土

カ マ ド  カマ ドをはじめ明確な燃焼施設は検出されなかったが、竪穴部分中央のPl

から若干の焼土が検出された。焼土が堆積 していたが、壁に被熱痕は認められなかったのでP

l内で燃焼した形跡はない。

遺   物  竪穴部分から1点だけ出土した。焼成良好の不明土器の口縁部である。内外

面とも強い撫でで仕上げられる。胎土がやや密であり、器種の

見当がつかないため、不明土器とした。時期特定はできない。

0                       10cm

図65 S1550出 土遺物実測図 (S=113)

1)桐生直彦 2005「 V竪穴外柱穴をもつ竪穴建物跡の様相」『篭をもつ竪穴建

物跡の研究』六一書房
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第 3章 調査の方法と成果

g

SP587「

、94

5400m生

54 00mB

SP575
①黒色シルト(10YR2/1)し まり中

5400m」

SP641

①黒色シルト(10YR2/1)し まりなし
黄褐色粒状に誂含む

SP645

①黒色シルト(10YR2/1)し まりなし

ゝ
面 W00,9

りヽ
〇〇
妻ｔＷＩＩ

上臨 6射

Pl
②黒色シルト(10YR2/1)し まり中

10mF      F

躙
5410mL 

①  H｀

國
SP590
①黒色シルト(10YR2/1)し まり中

54 00mL__     」

譴

Ｎ Ｎ

一

図

ｍ

SP643
①黒色シルト(10YR2/1)し まり中
暗褐色粒状に5%含む

5400mttii:Iと

:i~=｀

SP647
①黒色シルト(10YR2/1)し まりなし

2m

図66 第2遺構面 S1550(S=1:40)
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S1550
①灰黄褐色シルト(10Ⅵ/2)黄褐色粒多く+黒褐色粒多く+炭粒少量含む

％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

SP646
①黒色シルト(10YR2/1)し まりなし
暗褐色ブロック状に1眺含む

0
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

竪穴建物 (S1600) 〔図67・ 68 図版30・ 48〕

位   置  調査区西側、建物遺構だけでなく遺構自体が希薄な場所にある。

重 複 関 係  重複関係にある遺構はない。

規模と構造  南北辺45m、 東西辺41m、 平面積は17.114雷 を測る。平面形態は、南北が

長方形を呈する。掘り方は地山シル ト層 6層まで到達しており、検出面からの深さは15～ 35cm

程度である。古代包含層 2層除去後に 5層上面で検出されたが、覆土が 2層に近似する状況

から2層中からの掘り込みと考えられる。SB02を除く建物は総 じて主軸を南北方位もしくは

磁北からやや東に振った位置にあるが、本遺構だけ磁北から西に振った建物方位をとる。   主 軸 方 位

貼り床は確認できなかった。建物の入口は特定できなかった。

図化していないが、覆土と造成基層 5層の層界から打製石斧 (図 102,138)ん 出ゞ土 している。

柱   穴  柱穴と思われるピットは 6基あり、組み合わせは 2通 りある。P4・ P7・ Pl

2・ P15と P5。 P8・ P12・ P15で あり、 4本柱を想定している。

カ マ ド  明確にカマドを検出できなかったが、南隅に焼上が広がっていた。その北側 焼土の広がり

に煮炊具の上師器釜類の破片が散乱 している。袖石に似た被熱した礫が竪穴外にあり、カマド

は姿を留めない程破却された可能性がある。

遺   物  遺物は焼土範囲北側の覆土内を中心に出上した。 1は須恵器の杯類である。

2は無台杯 (杯A)で、体部がやや開き気味である。外傾度55° 、径高指数は26.7を測る。 3

は貯蔵用甕の回縁部である。 4・ 5は土師器の短胴釜である。煮炊具のため、頸部から口縁部

に煤が付着する。外面は体部下半に削り、内面は横撫でで数条の稜ができる。 6は長胴釜で、 横撫で調整

外面は格子目状工具、内面は同心円状工具によるタタキで仕上げる。

遺物年代は、Vl期 (9世紀第 1四半期)に帰属すると考えられる。

:       Cm

図67 S硲 00出土遺物実測図 (S=1:3)
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第 3章 調査の方法と成果

S1600
①暗赤褐色シルト(5YR3/2)し まりあり焼土炭化物5～ 10%含む
②暗赤褐色シルト(5YR3/4)し まりあり焼土炭化物10%含む
③黒褐色シルト(5YR3/1)しまりあり焼土炭化物2～5%含む
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり黄褐色粒状に1～ 5%含む
⑤暗黒褐色シルト(10YR3/3)し まりあり黄褐色粒状に10～ 20%含む
⑥黄褐色シルト(10YR5/6)し まり強黒褐色粒状に20～ 30%含む
⑦黒色シルト(10YR2/1)し まりあり黄褐色粒状に1～ 5%含む
③黒褐色シルト(5YR2/1)し まり強焼土炭化物5%含む

暗赤褐色ブロック状に20～ 30%十黄褐色粒状に5～ 10%含む
③暗褐色シルト(10YR3/3)し まりあり焼土炭化物1～ 3%キ暗赤褐色ブロック状に10～20%含む

53 90mE E｀    5410m C

Pl

①暗褐色シルト(10YR3/3)焼土炭化物10%含む
②黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
黄褐色ブロック状に20%含む

53 90mF 二
｀
5410mD

⑩黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり黄褐色ブロック状に20%含む

P7
⑫黒色シルト(10YR2/1)し まり弱黄褐色粒状に10%含む

P8
①黒色シルト(10VR2/1)し まりあり黄褐色粒状に5%含む

く
ヽ
＝
〃
九

い
一
ユ
〇
ヨ
Ⅳ
Ｉ

P3
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり
黄褐色ブロック状に20%含む

53 90mG         G｀

M
P4
①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
黄褐色粒状に10～20%含む

①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
礫径10cm含む

0

①黒褐色シルト10YR3/1しまりあり
黄褐色ブロック状に10～ 20%含む

礫径 10cm含む

①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
黄褐色プロック状に5%含む

2m

図68 第2遺構面 S1600(S=1:40)

①
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